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リスクアセスメントの手法で
危険の芽を摘み取ろう

　職場では多種多様な作業が行われ、また、新

たな作業方法の採用、変更及び作業の機械化

などが進んでおり、それらの実態や特性にあ

った安全衛生対策を行っていく必要性が高ま

っています。職場にある様々な危険の芽（リス

ク）を見つけ出し、災害に至る前に、先手を打

って対策を施し、リスクの除去・低減措置を行

い、更なる労働災害の減少を図るための手法

の一つに「リスクアセスメント」があります。

　塗装作業は、製造業及び建設業で多く行わ

れる作業であり、まずは危ないと思われる作

業・作業場所を絞り込み、できるところからリ

スクアセスメントを始めてみましょう。

　ここでは、一般的な製造業の塗装作業を中

心に考えてゆきます。

　本マニュアルは、様々な業種で行われる塗

装作業に伴う災害を防止するためのリスクア

セスメントのすすめ方をまとめたものです。

このマニュアルを活用して、災害防止に努め

ましょう。

製造業における事故の型別労働災害発生状況（休業4日以上の死傷災害）

製造業における事故の型別労働災害発生状況（平成19年）

1

事
故
型

年

墜
落
・
転
倒

転
倒

激
突

飛
来
・
落
下

崩
壊
・
倒
壊

激
突
さ
れ

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ

切
れ
・
こ
す
れ

高
温
・
低
温
の
物
と
の
接
触

有
害
物
等
と
の
接
触

交
通
事
故

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作

そ
の
他
・
分
割
不
能

合
計

平成15年 3,778 5,133 1,488 3,363 965 1,549 12,301 4,808 1,056 282 533 2,442 447 38,145

平成16年 3,755 4,973 1,524 3,476 960 1,594 12,017 4,575 1,083 300 531 2,349 456 37,593

平成17年 3,706 5,165 1,533 3,328 931 1,604 11,383 4,247 982 283 492 2,592 448 36,694

平成18年 3,791 5,356 1,493 3,294 984 1,589 11,110 4,016 1,034 323 485 2,773 422 36,670

平成19年 3,677 5,175 1,606 3,141 971 1,638 10,716 4,073 972 301 485 2,921 520 36,196

19年割合
（％） 10.2 14.3 4.4 8.7 2.7 4.5 29.6 11.3 2.7 0.8 1.3 8.1 1.4 100.0

激突 4.4%

飛来・落下 8.7%

崩壊・倒壊 2.7%

激突され 4.5%

はさまれ・巻き込まれ 29.6%

その他・分類不能 1.4%

動作の反動・無理な動作 8.1%

交通事故 1.3%

有害物等との接触 0.8%

高温・低温の物との接触 2.7%

切れ・こすれ 11.3%

転倒 14.3%

墜落・転落 10.2%

36,196人

資料出所：労働者死傷病報告
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リスクアセスメントとは

　リスクアセスメントとは、作業場における

危険性又は有害性を特定し、それによる労働

災害（健康障害を含む）の重篤度（災害の程度）

とその災害が発生する可能性の度合を組み合

わせてリスクを見積もり、その大きさに基づ

いてリスクを低減するための対策の優先度を

決めた上で、リスクの除去又は低減の措置を

検討し、その結果を記録する一連の手法をい

います。リスクアセスメントによって検討さ

れた措置は、安全衛生計画に盛り込み、計画

的に実施する必要があります。その手順は概

ね次のとおりです。

2

危険性又は有害性の特定

リスクの見積り

リスクを低減するための
優先度の設定とリスク低
減措置の検討

記　録

優先度に対応したリスク低減措置の実施

●床面が水濡れで足を滑らせる危険はないか。

● 塗料を混ぜる時、シンナーを吸引し中毒症の危険は

　ないか。

●塗装ロボットが急に動き骨折する危険はないか。

●災害になった時、ケガの程度は？

●その作業において危険に近づく頻度は？

●そのリスクの大きさは？

●既存の対策は？

●リスクを低減するための対策の優先度は？

●作業のやり方を変えられないか？

●何か設備的な対策がとれないか？

●管理的対策は可能か？

●リスク低減措置を実施した後の低減効果は充分か？

● リスクアセスメントの結果及び実施したリスク低減措

置を記録して、災害防止のノウハウを蓄積し、次回の

リスクアセスメントに利用する
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リスクアセスメントの目的と効果3
リスクアセスメントの目的

リスクアセスメントの効果

リスクアセスメントの法的位置づけ

　リスクアセスメントを導入し実施する、主な目的は次のとおりです。

　リスクアセスメントを実施することにより、次のような効果が期待できます。

　塗装作業を行う製造業や建設業等の事業者

は、労働安全衛生法第28条の２により、リス

クアセスメントの実施に努めなければなりま

せん。

1

2

3

職場のみんなが参加して、職場にある危険の芽（リスク）とそれに対する対策の実情を知って、

災害に至る危険性と有害性を事前にできるだけ取り除いて、労働災害が生じないような快適

な職場にすることです。

▲
 ① 職場のリスクが明確になります。 ▲▲
 ② 職場のリスクに対する認識を管理者を含め、職場全体で共有できます。 ▲▲
 ③ 安全対策について、合理的な方法で優先順位を決めることができます。 ▲▲
 ④ 残されたリスクについて「守るべき決め事」の理由が明確になります。 ▲▲
 ⑤ 職場全員が参加することにより「危険」に対する感受性が高まります。 ▲
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リスクアセスメントの実施手順

　リスクアセスメントは、危険性又は有害性

の特定からスタートします。作業場に存在す

る危険性又は有害性をいかに特定するかが、

リスクアセスメントを効果的なものにするた

めのカギとなります。

4

労働災害（健康障害を含む）が発生する仕組み1

　労働災害は、危険性又は有害性と人（作業

者）の両者の存在があって、発生します。どち

らか一方が存在するだけでは、労働災害には

至りません。例えばただ単に刃物があるだけ

では、災害にならず、それを人が持って（使用

して）初めて災害に至るリスクが発生します。

この状態で、安全衛生対策の不備、不具合等

があった場合、労働災害となります。これを

図に表せば以下のとおりです。

危険性又は有害性から労働災害（健康障害を含む）に至るプロセス

危険性又は有害性

リスクの発生

安全衛生対策の不備

労　働　災　害

人
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実施体制 まずはトップの決意表明から。全員参加で実施する。

実施時期

情報の入手

危険性又は
有害性の特定

リスクの見積り

リスク低減措置

結果の記録

設備、作業方法を新規に採用した時、又は変更した時
等に実施する。

作業手順書、取扱説明書、ヒヤリハット事例等の情報
等を入手する。

作業単位で危険性又は有害性を特定する。

リスク見積りの方法（P.10）で見積もる。

まずは、作業のやり方・手順を見直し、リスクを除去・
低減できる改善の方法を考える。
次に設備、最後は作業手順書の作成と教育を徹底する。

ノウハウとして蓄積、伝承する。

優先度に対応したリスク低減措置の実施

　実施する場合、企業全体が一斉に展開でき

ればよいのですが、特定の部門、特定の事業

所等から実施し、その結果に基づいて順次他

の部門、事業所等に広げていくことも有効な

方法です。

　ともかくリスクアセスメントの手法で「ま

ずはやってみる」という姿勢で取り組むことが

大切です。

リスクアセスメント導入の実施手順

　リスクアセスメントを実施する場合の実施手順は、次のとおりです。

2



7

●  リスクアセスメントを導入する場合、経営のトップは、従業員や関係者に自らの意思として「リ
スクアセスメントを行う」ことを宣言します。

● 事業場や店舗のトップ（総括安全衛生管理者等）が実施を統括管理します。
● 事業場や店舗の安全管理者、衛生管理者等が実施を管理します。
● 安全衛生委員会等を活用し、労働者を参画させます。
● その職場の作業指揮者（班長・職長）を参画させます。
● 必要な教育を実施します。

社長（支社長）

［総括安全衛生管理者］ ［班長・職長］

部長 課長 作業指揮者

安全管理者、衛生管理者
又は安全衛生推進者

作業者

推進体制の例

実施体制について（経営トップの決意表明と推進組織）3

］［

　実施時期については、設備又は作業方法を

変更したり、新規に採用した場合や、労働災

害が発生した場合等がありますが、「まずは、

リスクアセスメントをやってみよう」というこ

とで、危ないと思われる作業・作業場所を導

入時の対象として絞り込み、できるところか

らリスクアセスメントを始めてみましょう。

実施時期4
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　入手すべき情報としては、作業手順書、ヒ

ヤリハット、KYK（危険予知活動）の事例、安

全パトロール結果、類似災害情報等があり、

これらを作業者から報告させる仕組みが必要

です。

（注） 「ヒヤリハット」とは、労働災害には至ら

ないが、人が危険な状況や環境条件等に

接し感覚的に「あぶない」、「有害だ」と

感じ、ヒヤリとしたり、ハットした出来

事を表す言葉です。これをメモ帳やノー

トに書留めておくと安全の作業打合せな

どに役立ちます。

情報の入手5

危険性又は有害性の特定

　危険性又は有害性の特定を行う場合は、別

表 1の「危険性又は有害性の特定の着眼点」、

別表2の「主な危険性又は有害性と発生のおそ

れのある災害の例」を参照するとともに以下の

ことに留意しましょう。

● 対象作業の取扱いマニュアルや作業手順書

を用意しましょう。（ない場合は、作業の概

要を書き出しましょう）。

● 対象作業はわかりやすい単位で区分しましょう。

● 危険性又は有害性の特定は取扱いマニュア

ル等を活用して対象作業のステップごとに

「～なので、～して、～になる」という形で

書き出しましょう。

● 日常の仕事とは違う目、すなわち「危険がな

いか」という目で、現場を観察してみましょ

う。（過去に起こった災害は、そんなことが

起きるわけがないと思われるような災害が

多いものです。）

● 機械や設備は故障しますし、人はミスを犯

すということを前提に作業現場を観察して

みましょう。

6
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リスクの見積り

　特定された危険性又は有害性に対して、リス

クの見積り方法に基づきリスクの大きさを見

積ります。

　リスク見積りにあたり、留意すべき事項は、

次のとおりです。

● リスクの見積りは、極力複数の人で実施し

ましょう。多様な観点があった方がより適

切な見積りができるからです。

● リスクの見積りのメンバーは、必ずしも上

位職の者とはかぎりません。作業内容を最

もよく知っている人がなりましょう。

● リーダーは意見の調整役に徹するように努

めましょう。

● 現在行っている安全対策の有効性を考慮し

てリスクの見積りを行いましょう。

● リスクの見積りにあたっては、具体的な負

傷・疾病を想定しましょう。

● 見積もりした値がばらついた時は、よく意見

を聞いて調整しましょう。（こうだと決め付

けてはいけません。メンバーの経験、知識、

年齢、性別等それぞれ違うので、バラつくの

が当然と考えましょう。）

　 見積りの値は平均点ではなく、多数決で決

めるものでもありません。メンバー間で話

し合い、合意したものとしましょう。

● 見積りの値については、説明のつくもので

なければなりません（やま勘は禁物です）。

● 過去に発生した災害の重篤度ではなく、最悪

な状況を想定した重篤度で見積りましょう。

● 見積りの値はメンバーの中で、最もリスク

を高く見積った評価値を出した人からよく

意見を聴き、メンバーの納得のもとに採用し

ましょう。

　これらの点に留意し、メンバー間で意見を出

し合い、話し合い、意見の違いについてはお

互いに調整し、最終的にはメンバーの総意と

して集約します。これらの過程により、情報

や認識が共有化されます。

7
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リスク見積りの方法（マトリクス法の例）

1

2

3

4

負傷又は疾病の重篤度の区分

負傷又は疾病の発生の可能性の区分

リスクの見積り

優先度の決定

　危険性又は有害性への接近の頻度や時間、回避の可能性等を考慮して区分します。

　重篤度と可能性の組合せからリスクを見積る。（マトリクス法）
リスクの見積表

重篤度（災害の程度）

発生の可能性の度合

発生の
可能性の度合

重篤度

致命的・重大
×

高いか比較的高い
×

負傷又は疾病
の発生の可能
性の度合

リスクの程度

高いか比較的高い
×

直ちに解決すべき、又は重大な
リスクがある。

速やかにリスク低減措置を講ず
る必要のあるリスクがある。

必要に応じてリスク低減措置を
実施すべきリスクがある。

措置を講ずるまで作業を停止する必要がある。
十分な経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

措置を講ずるまで作業を行わないことが望ましい。
優先的に経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

必要に応じてリスク低減措置を実施する。

可能性がある
△

ほとんどない
○

中程度
△

可能性がある
△

軽　度
○

ほとんどない
○

●死亡災害や身体の一部に永久的損傷を伴うもの

●休業災害（1ヵ月以上のもの）、一度に多数の被災者を伴うもの

●毎日頻繁に危険性又は有害性に接近するもの

●かなりの注意力でも災害につながり、回避困難なもの

III

III

II

I

III

II

III

II

I

II

I

I

●休業災害（1ヵ月未満のもの）、一度に複数の被災者を伴うもの

●故障、修理、調整等の非定常的な作業で、危険性又は有害性に時々接近するもの

●うっかりしていると災害になるもの

●不休災害やかすり傷程度のもの

●危険性又は有害性の付近に立ち入ったり、接近することは滅多にないもの

●通常の状態では災害にならないもの

災害の程度・内容の目安

内容の目安

負傷又は疾病の重篤度

優　　先　　度　

致命的・重大
×

中程度
△

軽　度
○
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　リスク低減措置の原則は、まず危険作業をな

くしたり、見直したりすることでリスクを減ら

すことを検討することです。それらが難しいとき

は、設備的対策を検討し、さらに管理的対策を

検討します。個人用保護具は最後の対策です。

　次に大切なことは「リスク低減措置実施後の

検証」です。目的どおりのリスクに下がったか

どうか検証することは、リスクアセスメント

の精度向上につながります。しかし、現状の

技術上の制約等により、対応が困難な場合は、

リスクが残り「残留リスク」となります。「残

留リスク」については、直ちに、作業者に対し

て「決めごとを守るべき理由」「どんなリスク

から身を守るか」等どのような残留リスクがあ

るかを周知し、「暫定措置」を実施し、設備改

善等の恒久対策の検討・実施は、次年度の安

全衛生管理計画などに反映させて、計画的に、

解決を図ることが大切です。

　リスク低減措置の検討を行う場合、法令に

定められた事項がある場合には、それを必ず実

施するとともに、リスクの高いものから優先的

　前の段階で検討したリスク低減措置実施後に

想定されるリスクについて、リスクアセスメント

担当者等（又は安全衛生委員会等）による会議で

審議し、事業場としてリスク低減措置の実施上

の優先度を判断し、具体的な活動へ進みます。

　また、リスクアセスメントの実施結果が適切

に検討を行うことになります。

　その検討・実施にあたっての安全衛生対策

の優先順位は以下のとおりです。

であったかどうか、見直しや改善が必要かど

うかを検討し、次年度以降のリスクアセスメ

ントを含めた安全衛生目標と安全衛生計画の

策定、さらに安全衛生水準の向上に役立てるこ

とが望まれます。リスクアセスメント実施一

覧表は実施記録として保存します。

危険作業をなくしたり、見直したりして、仕事の計画段階からのリス
クの除去又は低減の措置をとります。

機械・設備の防護板の設置、作業台の使用などの設備的対策を行います。

教育訓練・作業管理等の管理的対策を行います。

保護手袋など個人用保護具を使用します。

1

2

3

4

リスク低減措置の検討及び実施8

リスクアセスメント実施状況の記録と見直し9
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危険性又は有害性の特定の着眼点別表 1

１.  前処理作業
① 前処理剤の飛散や吸気による有害性はないか
② 前処理槽への転落の危険性はないか
③ 前処理装置の加熱装置などへ接触の危険性はないか
④ パテ研磨機による手のしびれが発生する危険性はないか
⑤ 水きり乾燥後に高温のバスケットや被処理物に触れて火傷の危険性はないか

２.  塗装準備作業
① 調色時や希釈時に塗料などが飛散して眼や皮膚をおかす危険性はないか
② 石油缶の蓋を開封する時に缶の縁で指を切る危険性はないか
③ 塗料、溶剤の容器などの開放により吸気して有害性を受けることはないか
④ 床が溶剤等で濡れて滑って転倒する危険性はないか
⑤ シンナー（有機溶剤）の小分け時に静電気による着火の危険性はないか

３.  塗装作業
① 塗装中に転倒する危険性はないか
② 静電塗装中に感電したり、帯電したりする危険性はないか
③ 局所排気装置の不具合で有害な噴霧塗料や溶剤蒸気を吸気する危険性はないか
④ ロボットや自動塗装機の可動領域に作業者が入る危険性はないか
⑤ 静電気が蓄積して、火災・爆発の危険性はないか

４.  乾燥作業
① 乾燥直後の高温の被塗物や治具による火傷や切傷の危険性はないか
② 炉内の保守点検作業時に燃焼装置の不具合による一酸化炭素中毒などの有害性はないか
③ 乾燥炉の温度が異常高温になり火災・爆発の危険性はないか　

５.  被塗物の取扱い作業
① フォークリフトやホイストなどによる荷の移動中に荷崩れを起こす危険性はないか
② 運搬や移動において無理な姿勢や重量物を取り扱うことで、災害性腰痛を起こす危険性はないか
③ 積み下ろしの際に手をはさんだりぶつけたりして切傷する危険性はないか
④ 包装紙、梱包材による切傷などの危険性はないか
⑤ 着脱荷時に治具や被塗物と接触して切り傷や落下による打身などの危険性はないか

６.  メンテナンス作業
① 滑りやすい前処理装置等の槽内に入っての清掃時に転倒する危険性はないか
② ポンプ、ファンなどの点検時に急に動き出し巻き込まれる危険性はないか
③ 前処理槽、廃水処理槽などの槽内に入っての清掃時に酸欠の危険性はないか
④ 産業廃棄物の整理時などに高濃度液体などの接触や吸引等による有害性はないか

７.  塗装設備全般作業
① 電着装置の塗料を補給するときに槽内に転落の危険性はないか
② ロールコーターのロールを清掃するときに巻き込まれる危険性はないか
③ フローコーターのレベル調整作業で有機溶剤の中毒の危険性はないか
④ 静電塗装時に静電気による着火・爆発の危険性はないか
⑤ コンベアの点検、調整時にチェーンやベルトに巻き込まれる危険性はないか

８.  その他
① 機械の運転を無理に継続しようとして不適切な行動をとることはないか
② 決められた作業手順を独自の判断で省略した行動をとることはないか
③ 機械の使用法は設計者の意図を十分に反映しているか（この検証のため取扱説明書が必要）
④ 災害時（地震、火災等）の対策はできているか
⑤ 作業環境（換気・照明・安全通路等）は整っているか
⑥ 誤操作、又は不意に作動するような機械・設備はないか
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主な危険性又は有害性と発生のおそれのある災害の例別表 2

作業等 危険性又は有害性と発生のおそれのある災害の例

脱脂酸洗作業
加熱された酸アルカリなどの薬液槽からの蒸気を吸うとのどを痛めたり、火傷などをする

槽に被塗物を出し入れする時に、高温の薬液がはねて体や衣類につくと火傷をしたり、皮
膚炎になる

研磨作業

研磨粉を吸い込み呼吸器の障害を発生する

自動研磨機の振動による手のしびれを起こす

研磨時にケレン治具がすべり手を負傷する

溶剤でのふき取り
作業

長時間溶剤蒸気を吸うと気持ちが悪くなったり、呼吸困難になることもある

作業場が平面の床の場合、こぼれた溶剤で滑って転ぶ

溶剤缶や作業床の窪みに溜まった溶剤などは、静電気による放電スパークにより引火する

塗料・溶剤などの
開缶作業

塗料缶などを缶切り器などで切り開くとき滑らせて手を負傷する

塗料や溶剤などの缶を開けるとき、缶の縁などで手を切る

調色及び希釈作業

塗料缶から塗料を移す時や、溶剤で希釈する時に、塗料や溶剤が飛び跳ねて目に入る

希釈や攪拌をしているときに塗料や溶剤に静電気が帯電し放電スパークにより着火し、や
けどをしたり火災を起こす

溶剤で希釈時に長時間溶剤を吸引してのどに炎症を起こす

吹付塗装作業

塗料タンクやホースの亀裂から塗料が漏れ噴出し、衣類などに付き皮膚を損傷したり、火
災を起こす

塗装作業中に、高圧のホースが外れたときにホースが飛び跳ねて顔などに当たり負傷する

色替え作業などで塗装ガンやホースを外す時、空気圧が残っていて塗料が飛散し、目に入
り炎症を起こす

油や塗料、溶剤で汚れた作業服が静電気などで着火し火傷する

静電塗装作業
スプレー塗装の作業者が帯電して、放電スパークによる電撃により感電、火傷する

被塗物が帯電して、塗装ガン、別の被塗物の接近によりスパークして火災となる

自動機（ロボット）
の作業

ロボット可動範囲の立入禁止区域に稼動を止めずに入るとアームが急に動き打撲したり、
挟まれたりする

運転作業

塗装ロボットのアームに挟まれたり、飛ばされたりする

自動機のレシプロに近寄ると自動で動き出し打撲する

稼動したままの状態で可動区域に入り接触事故を起こす

塗料の供給作業

エアレス塗装装置の高圧ホースが劣化により破裂する

塗装ブースのフィルターなどの目詰まりなどにより排気不良になり、有機溶剤中毒となる

ギアポンプのホースが詰まるとホースの内圧が高圧になりはじけると塗料が勢いよく飛び
散り目などを損傷する

乾燥炉の管理作業

被塗物を出し入れするため開扉の時、熱風にさらされ、眼や皮膚を火傷する

換気量が不足して炉内の雰囲気として、溶剤 /空気比が爆発範囲に入り、発火する

バーナーの空気比が悪くなり、不完全燃焼を起し炉内の作業時に一酸化炭素中毒になる

換気不良で有機溶剤や燃焼ガスによる眼や喉の傷みが生じる

製品を取り外す
作業

乾燥炉から出てきた高温の製品に触れ、火傷をする

治具より製品を取り外す際に製品が落下し、手に触れたため火傷や切傷を負う
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作業等 危険性又は有害性と発生のおそれのある災害の例

被塗物、製品の
積み下ろし作業

荷物の落下により足及び身体を負傷する

フォークリフト、ホイストからの荷物の落下により足及び身体を負傷する

取り扱い時や荷崩れで切傷や打撲傷を負う

荷載移動中に台車が倒れ、身体を負傷する

梱包、箱詰め作業

手持ちでダンボールなどを運んでいるときに転んだり、足の上に落としたりする

鋳物などの比重の重い製品は、ダンボールの底が抜けて製品が足の上に落下して負傷する

塗装作業場の搬入、搬出時に、落ちているポリ袋などを踏んで足を滑らせ転倒する

治具への装着作業
治具に被塗物を装着、脱着する際、針金により目や手を負傷する

治具を重ねて置き過ぎ、置き場の治具が崩れて負傷する

手吹静電塗装機
洗浄

電源を切らずに溶剤の中に先端部をつけて洗浄したため、溶剤に引火し火災を起こす

溶剤洗浄する時に圧縮空気で飛散した溶剤が目に入る

塗装ブースの清掃

換気が不十分の所で作業を行い有機溶剤中毒になる

塗装ブースの上部から排気ファンをおろすとき手や身体が挟まれる

堆積塗膜のケレン作業時に塗料の破砕物が眼などに入り負傷する

脱脂槽、塗装ブース水槽などの清掃時に、アルカリ性の液体により皮膚などが薬傷を受ける

電着塗料槽の作業
塗料槽を清掃する際に、換気が不十分だったため、中毒となる

塗料槽に塗料を補給する際に、跳ねた塗料が目に入り薬傷となる

粉体塗装の作業
堆積した粉体により床が滑りやすくなり転倒する

粉体塗装において粉じん爆発が発生する

ロールコーターの作業 ロールコーターのロールに手袋を巻き込まれる

コンベアーの点検
作業

コンベアーチエーンなどの近辺で作業する時に、袖口、手袋を挟まれたり、巻き込まれたり
する

コンベア駆動部でのベルトやホイールなどの高速回転部、キャタピラなどの低速回転部に
袖口、手袋などが巻き込まれる

治具に掛けた製品の掛け方が悪く、稼働中にラインから外れ無理して拾おうとして、コン
ベアに体が巻き込まれる

稼働中の吊り下げ式コンベアーの治具に誤って体の一部が引っかかり裂傷する
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工業塗装作業におけるリスクとその低減対策の例別表 3

１.  前処理液、薬剤が飛散、付着するリスク
→ 被処理物やバスケットなどに触れる作業は素手で行わない

→ 薬剤飛散に対し保護メガネ、保護手袋、保護前掛けおよび安全靴を着用する

→ 装置からの飛散区域にはカバーを設置する

２.  塗装準備で溶剤、塗料を吸引、付着するリスク
→ 作業時には保護メガネ、保護マスクを必ず着用する

→ 作業は局所排気装置のある場所で行う

３.  塗装機の洗浄作業等での高圧による液飛散のリスク
→ 塗装機、ホースを外す時は空気残圧がゼロになった後に行う

→ 継ぎ手のパッキン、ホースなどの老朽化、漏れなどをチェックする

→ 作業はエアモーターなどの電源を切ってから行う

４.  塗装作業で、自動機、ロボットなどに接触、負傷するリスク
→  自動機やロボットを取り扱う場合、定期点検整備を実施し、暴走運転が起きないよう、作業前に稼

動確認をする

→ 自動機やロボットの機械の可動領域を調べておき柵等を設置する

５.  乾燥炉近辺の作業で火傷を負うリスク
→ 乾燥炉の扉の開閉時は扉、炉内の温度を確認して行う。

→ ハンガーから製品を外す際に加熱部への接触に注意する

６.  被塗物の着荷、脱荷時に手足を負傷するリスク
→ フォークリフトやホイストの日常点検の実施および安全な積載方法の実施を行う

→ 作業に対し手袋や安全靴を着用

→ 治具には、許容数量や許容重量を守り過剰な取り付けはしない

７.  槽内のメンテナンス作業で酸欠になるリスク
→ ダクト内や処理槽内の清掃時には換気を行う

→ 槽内に入る前に酸素濃度を測る

８.  静電気等による火災、火傷のリスク
→ 作業者、静電塗装機、被塗物の接地（アース）を取る

→ 静電気が蓄積しない作業服、静電靴を着用する

→ 溶剤などを扱う区域の電気設備は防爆仕様とする

→ 作業場所の換気、排気を行い、有機溶剤の蒸気等を排出する
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演習

　実際にリスクアセスメントの手法を導入し､

実施手順に沿ってリスクアセスメントを進め

る前に｢危険性又は有害性の特定｣から、｢リ

スクの見積り｣､ ｢リスク低減措置の検討｣など

を演習することにより、リスクアセスメント

の進め方が具体的にわかり、さらに危険性又

は有害性に対する考え方について参加者の相

互理解が深まることが期待できます。

　ここでは､ 調色及び希釈作業の静電気等の

問題及び吹付塗装作業の溶剤塗装の連続作業

の問題について用意しました｡ 一人ひとりが

記入した｢危険性又は有害性と発生のおそれ

のある災害｣を持ち寄り、リーダー ( 司会 )、

書記､ 発表など役割を決め､ グループ (4 ～ 6

名 ) で検討し、リスクアセスメント実施一覧表

を作成することをお勧めします｡ 演習後に後

述の実施記載例を参照して下さい。

② 再び個人作業で､ 他の ｢2. 危険性又は有害

性と発生のおそれのある災害｣ を考え､ ｢7.

対応措置｣ まで記人し､ 次にグループ検討

〔20分〕します。

　 （時間は目安です｡ 少なくとも一項目につい

てリスク低減措置案実施後の想定リスクま

で記入します｡）

③発表や講評を行うと効果的です。

演習の基本
① 個人作業で､ ｢2. 危険性又は有害性と発生

のおそれのある災害｣ を見て、リスク見積

りの方法 (P10) を参照し､ 枠内の ｢4. リス

クの見積り｣ から ｢7. 対応措置｣〔5分〕を

記入し､ 次にグループ検討〔15分〕します。
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の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

  演
習
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
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溶
剤
で
の
ふ
き
取

り
作
業

長
時
間
溶
剤
蒸
気
を
吸
う
と
気

持
ち
が
悪
く
な
っ
た
り
、
呼
吸
困

難
に
な
る

防
毒
マ
ス
ク
を
す
る

防
毒
マ
ス
ク
の
吸
収
缶
の
交
換
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る

局
所
排
気
装
置
の
あ
る
洗

浄
槽
を
設
け
て
そ
の
中
で

洗
浄
す
る

△
×

Ⅲ
△

△
Ⅱ

調
色
及
び
希
釈
作

業
希
釈
や
攪
拌
を
し
て
い
る
と
き

に
塗
料
や
溶
剤
に
静
電
気
が
帯

電
し
、
放
電
ス
パ
ー
ク
に
よ
り

着
火
し
や
け
ど
を
し
た
り
火
災

を
起
こ
す

塗
料
タ
ン
ク
、
撹
拌
機
は
接
地

す
る

作
業
前
に
接
地
確
認
を
す
る

静
電
気
の
教
育
を
実
施
す

る
×

△
Ⅲ

×
○

Ⅱ

塗
料
・
溶
剤
な
ど

の
開
缶
作
業

塗
料
缶
な
ど
を
缶
切
り
器
な
ど

で
切
り
開
く
と
き
滑
ら
せ
て
手
を

負
傷
す
る

皮
手
袋
を
す
る

塗
料
缶
を
固
定
し
て
か
ら
開
缶
す
る

石
油
缶
の
固
定
治
具
を
設

置
す
る

△
×

Ⅲ
△

△
Ⅱ

吹
付
塗
装
作
業

色
替
え
作
業
な
ど
で
塗
装
ガ
ン

や
ホ
ー
ス
を
外
す
時
、
空
気
圧

が
残
っ
て
い
て
塗
料
が
飛
散
し
、

目
に
入
り
炎
症
を
起
こ
す

保
護
眼
鏡
を
す
る
。

空
気
を
抜
い
て
か
ら
作
業
す
る

圧
力
計
で
確
認
し
て
か
ら
作
業
開
始

す
る

空
気
抜
き
コ
ッ
ク
を
配
管

に
取
り
付
け
る

△
△

Ⅱ
△

△
Ⅱ

吹
付
塗
装
作
業

作
業
服
が
油
や
塗
料
、
溶
剤
で

汚
れ
た
ま
ま
で
塗
装
作
業
を
し

た
た
め
静
電
気
な
ど
で
着
火
し

火
傷
す
る

作
業
服
、
安
全
靴
は
静
電
気
帯

電
防
止
用
の
も
の
を
着
用
す
る

作
業
服
は
小
ま
め
に
交
換
す
る

定
期
的
に
静
電
気
帯
電
防
止
靴
の
性
能

を
検
査
す
る

作
業
前
に
作
業
服
と
安
全

靴
を
検
査
す
る
基
準
を
設

け
る

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅲ

吹
付
塗
装
作
業

溶
剤
塗
料
の
塗
装
作
業
を
連
続

し
て
行
い
有
機
溶
剤
中
毒
に
よ
り

倒
れ
る

防
毒
マ
ス
ク
を
す
る

最
長
連
続
作
業
時
間
と
、
休
憩
時
間

を
決
め
る

防
毒
マ
ス
ク
の
吸
収
缶
の
交
換
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る

局
所
排
気
装
置
の
定
期
点

検
を
行
い
、
風
速
を
確
保

す
る

△
×

Ⅲ
△

△
Ⅱ

静
電
塗
装
作
業

ス
プ
レ
ー
塗
装
の
作
業
者
が
帯

電
し
て
、
放
電
ス
パ
ー
ク
に
よ
り

電
撃
、
火
傷
の
被
害
を
受
け
る

作
業
服
、
安
全
靴
は
静
電
気
帯

電
防
止
用
の
も
の
を
着
用
す
る

塗
装
機
を
接
地
す
る

ア
ー
ス
棒
を
設
置
し
、
作
業
者
は
接

地
を
常
時
行
う

静
電
塗
装
の
自
動
化
を
検

討
す
る
 

×
×

Ⅲ
△

△
Ⅱ

脱
脂
作
業

被
塗
物
の
出
し
入
れ
の
際
、
高

温
の
脱
脂
液
が
飛
び
散
り
、
火

傷
す
る

手
袋
、長
袖
作
業
服
を
着
用
す
る

保
護
眼
鏡
を
す
る

ホ
イ
ス
ト
の
作
業
ゾ
ー
ン
に
仕
切
り
板

を
設
置
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
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乾
燥
炉
の
管
理

作
業

被
塗
物
を
出
し
入
れ
す
る
た
め

開
扉
の
時
、
熱
風
に
さ
ら
さ
れ

眼
や
皮
膚
を
火
傷
す
る

保
護
眼
鏡
、
皮
手
袋
、
長
袖
作

業
服
を
着
用
す
る

「
高
温
注
意
」
の
看
板
を
掲
示
す

る

保
護
眼
鏡
と
皮
手
袋
を
常
備
す
る

作
業
場
所
を
限
定
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

製
品
を
取
り
外
す

作
業

乾
燥
炉
か
ら
出
て
き
た
高
温
の

製
品
に
触
れ
た
た
め
火
傷
を
す

る

手
袋
を
す
る

乾
燥
炉
の
出
口
側
に
柵
を
設
置

○
△

Ⅰ
○

○
Ⅰ

被
塗
物
、
製
品
の

積
み
下
ろ
し
作
業

荷
崩
れ
に
よ
り
負
傷
す
る

安
全
教
育
を
実
施
す
る

被
塗
物
が
変
わ
る
都
度
搬
送
方
法
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

治
具
へ
の
装
着
作

業
治
具
に
被
塗
物
を
装
着
、
脱
着

す
る
時
に
針
金
が
目
や
手
な
ど

を
傷
つ
け
る

安
全
教
育
を
実
施
す
る

作
業
位
置
が
目
の
高
さ
に
な
ら
な
い

よ
う
作
業
場
を
変
え
る

○
×

Ⅱ
○

△
Ⅰ

手
吹
静
電
塗
装
機

洗
浄

圧
縮
空
気
で
溶
剤
洗
浄
す
る
時

に
飛
散
し
た
溶
剤
が
目
に
入
る

保
護
眼
鏡
を
す
る

洗
浄
す
る
時
の
溶
剤
回
収
の
容
器
を

設
置
し
、
そ
の
中
に
回
収
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

塗
装
ブ
ー
ス
の
清

掃
塗
料
の
付
着
の
ケ
レ
ン
作
業
時

に
、
塗
料
の
破
砕
物
が
眼
な
ど

に
入
り
負
傷
す
る

保
護
眼
鏡
を
す
る

塗
装
ブ
ー
ス
の
壁
に
グ
リ
ー
ス
ま
た
は

紙
を
貼
り
、
容
易
に
剥
が
せ
る
よ
う
に

す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

電
着
塗
料
槽
の
作

業
塗
料
槽
に
塗
料
を
補
給
す
る
際

に
、
跳
ね
た
塗
料
が
目
に
入
り

薬
傷
と
な
る

保
護
眼
鏡
を
す
る

補
給
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
自
動
で
補
給

す
る

△
×

Ⅲ
△

○
Ⅰ

自
動
機
（
ロ
ボ
ッ

ト
）
の
運
転
作
業

塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
に
挟

ま
れ
た
り
、
強
打
さ
れ
る

安
全
柵
の
設
置

取
扱
説
明
書
の
安
全
項
目
を
講

習
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
可
動
領
域
に
立
ち

入
り
禁
止
の
柵
を
設
置
し
ロ
ッ
ク
ガ
ー

ド
を
設
置
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
安

全
教
育
を
受
け
る

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

塗
料
の
供
給
作
業

ギ
ア
ポ
ン
プ
の
ホ
ー
ス
が
詰
ま

る
と
ホ
ー
ス
の
内
圧
が
高
圧
に

な
り
、
は
じ
け
る
と
塗
料
が
勢

い
よ
く
飛
び
散
り
目
な
ど
を
負

傷
す
る

保
護
眼
鏡
を
す
る
。

作
業
前
に
漏
れ
を
点
検
す
る

ホ
ー
ス
の
交
換
頻
度
を
決
め
定
期
交

換
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
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危険性又は有害性等の調査等に関する指針
平成18年3月10日　厚生労働省公示

1　趣旨等
　生産工程の多様化・複雑化が進展するとともに、新

たな機械設備・化学物質が導入されていること等によ

り、労働災害の原因が多様化し、その把握が困難になっ

ている。

　このような現状において、事業場の安全衛生水準

の向上を図っていくため、労働安全衛生法（昭和 47

年法律第 57 号。以下「法」という。）第 28 条の 2

第 1項において、労働安全衛生関係法令に規定され

る最低基準としての危害防止基準を遵守するだけで

なく、事業者が自主的に個々の事業場の建設物、設

備、原材料、ガス、蒸気、粉じん等による、又は作

業行動その他業務に起因する危険性又は有害性等の

調査（以下単に「調査」という。）を実施し、その結

果に基づいて労働者の危険又は健康障害を防止する

ため必要な措置を講ずることが事業者の努力義務と

して規定されたところである。

　本指針は、法第 28条の 2第 2項の規定に基づき、

当該措置が各事業場において適切かつ有効に実施さ

れるよう、その基本的な考え方及び実施事項につい

て定め、事業者による自主的な安全衛生活動への取

組を促進することを目的とするものである。

　また、本指針を踏まえ、特定の危険性又は有害性

の種類等に関する詳細な指針が別途策定されるもの

とする。詳細な指針には、「化学物質等による労働者

の危険又は健康障害を防止するため必要な措置に関

する指針」、機械安全に関して厚生労働省労働基準局

長の定めるものが含まれる。

　なお、本指針は、「労働安全衛生マネジメントシス

テムに関する指針」（平成 11年労働省告示第 53号）

に定める危険性又は有害性等の調査及び実施事項の

特定の具体的実施事項としても位置付けられるもの

である。

2　適用
　本指針は、建設物、設備、原材料、ガス、蒸気、

粉じん等による、又は作業行動その他業務に起因す

る危険性又は有害性（以下単に「危険性又は有害性」

という。）であって、労働者の就業に係る全てのもの

を対象とする。

3　実施内容
　事業者は、調査及びその結果に基づく措置（以下「調

査等」という。）として、次に掲げる事項を実施する

ものとする。 

（1） 労働者の就業に係る危険性又は有害性の特定

（2）  （1）により特定された危険性又は有害性によって生

ずるおそれのある負傷又は疾病の重篤度及び発生

する可能性の度合（以下「リスク」という。）の見積り

（3）  （2）の見積りに基づくリスクを低減するための

優先度の設定及びリスクを低減するための措置

（以下「リスク低減措置」という。）内容の検討

（4）  （3）の優先度に対応したリスク低減措置の実施

4　実施体制等 
（1）  事業者は、次に掲げる体制で調査等を実施する

ものとする。 

 ア  総括安全衛生管理者等、事業の実施を統括管理

する者（事業場トップ）に調査等の実施を統括

管理させること。

 イ  事業場の安全管理者、衛生管理者等に調査等の

実施を管理させること。

 ウ  安全衛生委員会等（安全衛生委員会、安全委員

会又は衛生委員会をいう。）の活用等を通じ、

労働者を参画させること。

 エ  調査等の実施に当たっては、作業内容を詳しく

把握している職長等に危険性又は有害性の特

定、リスクの見積り、リスク低減措置の検討を

行わせるように努めること。

 オ  機械設備等に係る調査等の実施に当たっては、

当該機械設備等に専門的な知識を有する者を参

画させるように努めること。

（2）  事業者は、（1）で定める者に対し、調査等を実

施するために必要な教育を実施するものとする。
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5　実施時期 
（1）  事業者は、次のアからオまでに掲げる作業等の

時期に調査等を行うものとする。 

 ア  建設物を設置し、移転し、変更し、又は解体するとき。

 イ 設備を新規に採用し、又は変更するとき。

 ウ  原材料を新規に採用し、又は変更するとき。

 エ  作業方法又は作業手順を新規に採用し、又は変

更するとき。

 オ  その他、次に掲げる場合等、事業場におけるリス

クに変化が生じ、又は生ずるおそれのあるとき。 

（ア）  労働災害が発生した場合であって、過去の調査

等の内容に問題がある場合

（イ）  前回の調査等から一定の期間が経過し、機械設備

等の経年による劣化、労働者の入れ替わり等に伴

う労働者の安全衛生に係る知識経験の変化、新た

な安全衛生に係る知見の集積等があった場合

（2）  事業者は、（1）のアからエまでに掲げる作業を

開始する前に、リスク低減措置を実施すること

が必要であることに留意するものとする。

（3）  事業者は、（1）のアからエまでに係る計画を策

定するときは、その計画を策定するときにおい

ても調査等を実施することが望ましい。

6　対象の選定
　事業者は、次により調査等の実施対象を選定する

ものとする。 

（1）  過去に労働災害が発生した作業、危険な事象が発

生した作業等、労働者の就業に係る危険性又は有

害性による負傷又は疾病の発生が合理的に予見

可能であるものは、調査等の対象とすること。

（2）  （1）のうち、平坦な通路における歩行等、明ら

かに軽微な負傷又は疾病しかもたらさないと予

想されるものについては、調査等の対象から除

外して差し支えないこと。

7　情報の入手 
（1）  事業者は、調査等の実施に当たり、次に掲げる

資料等を入手し、その情報を活用するものとす

る。入手に当たっては、現場の実態を踏まえ、

定常的な作業に係る資料等のみならず、非定常

作業に係る資料等も含めるものとする。 

 ア 作業標準、作業手順書等

 イ  仕様書、化学物質等安全データシート（MSDS）

等、使用する機械設備、材料等に係る危険性又

は有害性に関する情報

 ウ  機械設備等のレイアウト等、作業の周辺の環境

に関する情報

 エ 作業環境測定結果等

 オ  混在作業による危険性等、複数の事業者が同一

の場所で作業を実施する状況に関する情報

 カ 災害事例、災害統計等

 キ  その他、調査等の実施に当たり参考となる資料等

（2）  事業者は、情報の入手に当たり、次に掲げる事

項に留意するものとする。 

 ア  新たな機械設備等を外部から導入しようとする

場合には、当該機械設備等のメーカーに対し、

当該設備等の設計・製造段階において調査等を

実施することを求め、その結果を入手すること。

 イ  機械設備等の使用又は改造等を行おうとする場

合に、自らが当該機械設備等の管理権原を有し

ないときは、管理権原を有する者等が実施した

当該機械設備等に対する調査等の結果を入手す

ること。

 ウ  複数の事業者が同一の場所で作業する場合に

は、混在作業による労働災害を防止するために

元方事業者が実施した調査等の結果を入手する

こと。

 エ  機械設備等が転倒するおそれがある場所等、危

険な場所において、複数の事業者が作業を行う

場合には、元方事業者が実施した当該危険な場

所に関する調査等の結果を入手すること。

8　危険性又は有害性の特定 
（1）  事業者は、作業標準等に基づき、労働者の就業

に係る危険性又は有害性を特定するために必要

な単位で作業を洗い出した上で、各事業場にお

ける機械設備、作業等に応じてあらかじめ定め

た危険性又は有害性の分類に則して、各作業に

おける危険性又は有害性を特定するものとする。

（2）  事業者は、（1）の危険性又は有害性の特定に当

たり、労働者の疲労等の危険性又は有害性への

付加的影響を考慮するものとする。
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9　リスクの見積り 
（1）  事業者は、リスク低減の優先度を決定するため、

次に掲げる方法等により、危険性又は有害性に

より発生するおそれのある負傷又は疾病の重篤

度及びそれらの発生の可能性の度合をそれぞれ

考慮して、リスクを見積もるものとする。ただ

し、化学物質等による疾病については、化学物

質等の有害性の度合及びばく露の量をそれぞれ

考慮して見積もることができる。 

 ア  負傷又は疾病の重篤度とそれらが発生する可能

性の度合を相対的に尺度化し、それらを縦軸と

横軸とし、あらかじめ重篤度及び可能性の度合

に応じてリスクが割り付けられた表を使用して

リスクを見積もる方法

 イ  負傷又は疾病の発生する可能性とその重篤度を

一定の尺度によりそれぞれ数値化し、それらを

加算又は乗算等してリスクを見積もる方法

 ウ  負傷又は疾病の重篤度及びそれらが発生する可

能性等を段階的に分岐していくことによりリス

クを見積もる方法

（2）  事業者は、（1）の見積りに当たり、次に掲げる

事項に留意するものとする。 

 ア  予想される負傷又は疾病の対象者及び内容を明

確に予測すること。

 イ  過去に実際に発生した負傷又は疾病の重篤度で

はなく、最悪の状況を想定した最も重篤な負傷

又は疾病の重篤度を見積もること。

 ウ  負傷又は疾病の重篤度は、負傷や疾病等の種類

にかかわらず、共通の尺度を使うことが望まし

いことから、基本的に、負傷又は疾病による休

業日数等を尺度として使用すること。

 エ  有害性が立証されていない場合でも、一定の根

拠がある場合は、その根拠に基づき、有害性が

存在すると仮定して見積もるよう努めること。

（3）  事業者は、（1）の見積りを、事業場の機械設備、

作業等の特性に応じ、次に掲げる負傷又は疾病

の類型ごとに行うものとする。 

 ア はさまれ、墜落等の物理的な作用によるもの

 イ  爆発、火災等の化学物質の物理的効果によるもの

 ウ 中毒等の化学物質等の有害性によるもの

 エ  振動障害等の物理因子の有害性によるもの

　また、その際、次に掲げる事項を考慮すること。 

 ア  安全装置の設置、立入禁止措置その他の労働災

害防止のための機能又は方策（以下「安全機能

等」という。）の信頼性及び維持能力

 イ  安全機能等を無効化する又は無視する可能性

 ウ  作業手順の逸脱、操作ミスその他の予見可能な意

図的・非意図的な誤使用又は危険行動の可能性

10　リスク低減措置の検討及び実施 
（1）  事業者は、法令に定められた事項がある場合に

はそれを必ず実施するとともに、次に掲げる優

先順位でリスク低減措置内容を検討の上、実施

するものとする。 

 ア  危険な作業の廃止・変更等、設計や計画の段階

から労働者の就業に係る危険性又は有害性を除

去又は低減する措置

 イ  インターロック、局所排気装置等の設置等の工

学的対策

 ウ マニュアルの整備等の管理的対策

 エ 個人用保護具の使用

（2）  （1）の検討に当たっては、リスク低減に要する

負担がリスク低減による労働災害防止効果と比

較して大幅に大きく、両者に著しい不均衡が発

生する場合であって、措置を講ずることを求め

ることが著しく合理性を欠くと考えられるとき

を除き、可能な限り高い優先順位のリスク低減

措置を実施する必要があるものとする。

（3）  なお、死亡、後遺障害又は重篤な疾病をもたら

すおそれのあるリスクに対して、適切なリスク

低減措置の実施に時間を要する場合は、暫定的

な措置を直ちに講ずるものとする。

11　記録
　事業者は、次に掲げる事項を記録するものとする。 

（1） 洗い出した作業

（2） 特定した危険性又は有害性

（3） 見積もったリスク

（4） 設定したリスク低減措置の優先度

（5） 実施したリスク低減措置の内容
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 危険性又は有害性の分類例

1 危険性

 （1） 機械等による危険性

 （2） 爆発性の物、発火性の物、引火性の物、腐食性の物等による危険性

  「引火性の物」には、可燃性のガス、粉じん等が含まれ、「等」には、酸化性の物、硫酸等が含まれること。

 （3） 電気、熱その他のエネルギーによる危険性

  「その他のエネルギー」には、アーク等の光のエネルギー等が含まれること。

 （4） 作業方法から生ずる危険性

   「作業」には、掘削の業務における作業、採石の業務における作業、荷役の業務における作業、伐木の業務におけ

る作業、鉄骨の組立ての作業等が含まれること。

 （5） 作業場所に係る危険性

   「場所」には、墜落するおそれのある場所、土砂等が崩壊するおそれのある場所、足を滑らすおそれのある場所、

つまずくおそれのある場所、採光や照明の影響による危険性のある場所、物体の落下するおそれのある場所等が含

まれること。

 （6） 作業行動等から生ずる危険性

 （7） その他の危険性

   「その他の危険性」には、他人の暴力、もらい事故による交通事故等の労働者以外の者の影響による危険性が含ま

れること。

2 有害性

 （1） 原材料、ガス、蒸気、粉じん等による有害性

  「等」には、酸素欠乏空気、病原体、排気、排液、残さい物が含まれること。

 （2） 放射線、高温、低温、超音波、騒音、振動、異常気圧等による有害性

  「等」には、赤外線、紫外線、レーザー光等の有害光線が含まれること。

 （3） 作業行動等から生ずる有害性

   「作業行動等」には、計器監視、精密工作、重量物取扱い等の重筋作業、作業姿勢、作業態様によって発生する腰痛、

頸肩腕症候群等が含まれること。

 （4） その他の有害性

注：危険性又は有害性等の調査等に関する指針について（平成18年3月10日基発第0310001号）

　　の別添3による。このほかISO、JISやGHSで定められた分類があり、各事業者が設備、

　　作業等に応じて定めた独自の分類がある場合には、それを用いて差し支えない。

























  

 

  

 



  



 

  
 

 

 

 

 



 
 

   













 











30 3



3 
   



 





1

2

3

4

5

1)

2)

3)

4)

6

7

8



9

10

11

12

13

14

15

16



17

18

19

20

21

22

23

24



25

26

27

28

29

30

31

32



33

34

35

36

37

38

39

40



41

42

43

44

45

9.5
12

9.5
12

9.5
12

1.2
1.3

A B

9.5
12

9.5
12

46

9.5 12.5 15
606×2420 910×1820 2420 2730 3030

1000×2000 1210×2420 1220×2440

9.5 12.5 910×1820 2420

12.5 15 16 18
21 25

606×1820 2420 2730 3640

910×1820 2420 2730 3640 1210×2420

9.5 12.5 15 606×1820 2420 910×1820 2420

12.5 910×1820 2420 2730

7 9.5 910×1820

9.5 12.5 15 606×2420 910×1820 2420

9.5 12.5 910×1820 2420

5 8 910×1820 2420 2730

9.5 12.5 910×1820

47

48



49

50

51

52

53

54

55

56



57

58

5 6 8 10 11
12 16

910×910 1820 2420

1000×2000

5 6 8 9 10
12

910×910 1820 2420 2730

1000×2000 1210×2420

4 5 6 8 910×910 1820 2420

1000×2000 1210×2420

59

60

61

62

63

64



65

66

67

68

69

0.5 4mm

70

2.3 2.5 2.7 3
3.5 4 5.5 6 9
12 15 18 21
24

610×1820 760×1820 850×2000

910×910 1820 2430 2730 3030

1000×2000

1220×2430

12 15 18 21
24

500×2000 600×1800 2400

900×1800 1000×2000 1200×2400

5 5.5 6 7.5 9
12 15 18 21
24 28 30 35

900×1800 1818

910×910 1820 2130 2440 2730 3030

955×1820 1000×2000

1220×2440 2730

3.2 910×1820

4.2 6 610×2430 910×1820 2130 1220×2430

2.3 2.4 2.5 2.7
3 3.2 3.5 3.7
3.8 4 4.2 4.8
5 5.2 5.5 6
8.5 9

606×2420 2425 2430 2440 2730 2740

610×2420 2425 2430 2440 2730 2740

910×1820 1825 1830 2120 2130 2140 2420 2430 2440

915×1820 1825 1830 2120 2130 2140 2420 2430 2440

920×1820 1825 1830 2120 2130 2140 2420 2430 2440

1000×2000 2010 1010×2000 2010

1070×1820 1210×2420

1220×1820 1825 1830 2120 2130 2140 2420 2430 2440 2740

1230×1820 1825 1830 2120 2130 2140 2420 2430 2440 2740

2130×2440

71

72



73

74

75

76

77

78

79

80



2

3

4

1.
2.
3.

600V 600V

600V

5

6

7

8

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

3.

5.

6.

8.

…………

………………

………………………

………

…………………

………

………

……

………………………

……………

………

………………………………………………………………

……………………………………………………………………

………



9

. 3.

A B C D

10

. 5.

E CD PF

11

6.

12

8.

13

14

IP

LAN

PC

15

16



17

18

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

5.

6.

7.

8.

………………………………………

……………………………

…………………………………………

……………………………………………………………………

………

………

…………………………………

……………………………………

……………………… PS

………………………

19

. 5.

20

. 6.

SP

21

. 7.

22

. 8.

23

24



25

26

27

28













HP

28  



119

95



, 134 ,
45.6%

,
39 , 13.3%

27 , 9.2%

22 , 7.5%

,
19 , 6.5%

,
15 , 5.1%

, 38 ,
12.9%

97



 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 





















15

 

 
10

 

 
 

 

 
1500

 

 
 

 
30 10 15

2 3 5 2 3
 

 

 

 

 
 

 

 
 



 

 

 

 
 

 

 
 
 
 



ものづくりマイスター制度の
ご案内

ものづくりマイスター制度の
ご案内

熟練技能者の高齢化や若年者を中心としたものづくり・
技能離れが懸念される中、技能尊重気運の醸成や産業活
動の基礎となる技能者の育成が必要とされています。

厚生労働省厚生労働省厚生労働省
ものづくりマイスター
シンボルマーク

厚生労働省
ものづくりマイスター
シンボルマーク

《いずれかに該当》
特級・一級・単一等級技能士

技能五輪全国大会（金・銀・銅賞）
上記と同等の技能を有する方

実務経験
15 年以上

技能の継承
後継者の育成に
意欲的な活動の
意志・能力が
　ある方

ものづくり
マイスター
ものづくり
マイスター

ものづくりマイスターはどんな人？ 指導を受けられるのはどんな人？

工業高等学校等の
生徒

中小企業等の
若年者

認定職業訓練施設の
訓練生

小・中学校等の
児童・生徒

ものづくり
マイスター

ものづくりマイスターの派遣コーディネートは、
都道府県技能振興コーナーが行います。

無料！
ものづくりマイスターの派遣費用や指導にかかる材料費は、
規定の範囲内で都道府県技能振興コーナーが負担します。
詳しくは、都道府県技能振興コーナーにお尋ねください。



【造　園】
指 導 概 要

１　日　程　２日間　
２　場　所　公営施設内広場
３　受講者　 76 名
４　内　容　造園技能の伝承を目的とした実技指導（竹垣、石組、植栽を含んだ作庭）
５　指導者　ものづくりマイスター（造園）　　３名

団体からの声
造園職種では通常一事業所ごとに技能の伝授を行っているため、他の事業所
の方やマイスターの作業を見ることによって、若き受講者の視野の拡大が図れ
ました。

受講者の声
良い経験をさせてもらいました。また参加したいと思います。製作する庭園
のイメージ図を受講者のほうで数点描き、その中の代表作を作庭しました。マ
イスターの指導を通して「イメージを膨らませ、かつテーマをもって製作する
こと」が大切だと感じました。

ものづくりマイスターの感想
作庭をするにあたって、竹の割り方、石の据え方、植栽の技法を指導出来たと

思います。また、竹の割り方、各竹垣作成時の細やかな部分の注意点、結束の位
置と方法、石の配置や向き等を指導しました。受講者には、自分が経験したこ
とのない作業でも、勉強する意味で積極的に取り組んでもらいたいと思います。

協力：岡山県技能振興コーナー

【電子機器組立て】
指 導 概 要

１　日　程　20日間
２　場　所　マイスター派遣要請企業の作業場
３　受講者　４名
４　内　容　電子機器組立ての実技指導
５　指導者　ものづくりマイスター（電子機器組立て）　１名

企業からの声
非常に熱心な先生に指導していただき、ありがとうございました。また利用
したいと思います。

受講者の声
講師の方がとても解りやすく教えて下さったので、非常に理解できました。
道具を使用する際のコツ等も教えて頂けたので勉強になりました。
今回講師の方一人で受講者４人を指導してくださったにもかかわらず、一人
ひとりに細かく指導していただき、とても満足できる内容でした。

ものづくりマイスターの感想
技能検定の実技課題を活用して指導を行いましたが、全員が目標としている
レベルに達することができました。今後、今以上に時間短縮・精度向上に努め、
技能を身に付けていただきたいと思います。

協力：大阪府技能振興コーナー

【中小企業の若年者に対する実技指導の実施例】
企業・団体の若年労働者への技能指導として、以下のように活用されています。

● コラム ●　   技能検定とは？
　働く人々のもつ技能のレベルを評価する
国家検定制度で、学科試験と実技試験で行
われます。
　機械加工や建築大工など全部で 126 職種
の試験があります。３級技能検定は、学生
や訓練生でも受けることができます。
技能検定に係るポータルサイト「技のとびら」
http://www.waza.javada.or.jp/



【電気機器組立て】
指 導 概 要

１　日　程　10日間
２　場　所　マイスター派遣要請学校の作業場
３　受講者　９名
４　内　容　配電盤・制御盤組立ての基礎技能の習得
５　指導者　ものづくりマイスター（電気機器組立て） １名

学校からの声
生徒たちに、ものづくりマイスターの優れた技能を見せたいという思いから、

実技指導を希望しました。その結果、生徒の技能レベルが向上し、大変良い成
果がありました。学校としても、今後とも継続して本制度を活用したいと思い
ます。

受講者の声
実技指導を通して、多くの知識を得ることができました。配電盤・制御盤に
ついての知識がより深まりました。自分では考え付かなかったやり方や細かな
所のアドバイスもあり、とても良かったです。

ものづくりマイスターの感想
全員が３年生ということもあり、非常に教えやすい生徒でした。能力も高く

「やろう」という気持ちが伝わってきました。社会人となり、この体験を活か
してほしいと思います。　　　　　　　　　　協力：石川県技能振興コーナー

【菓子製造】
指 導 概 要

１　日　程　１日間
２　場　所　マイスター派遣要請学校の調理実習室
３　受講者　30名
４　内　容　和菓子の基礎技能指導（どら焼き、六方焼および煉り切り）
５　指導者　ものづくりマイスター（菓子製造）１名

学校からの声
菓子の製作指導だけでなく、材料の性質や扱い方、使い分け、プロとして仕事

に向かう姿勢や心構え等もお話いただき、生徒も熱心に聞き入っておりました。
煉り切りは季節や時節に合った、自然・花鳥風月などを題材にしたものが多く、

作る技術だけでなく、今後の日常の中でも感性を磨く必要性を感じている生徒
も見られました。

受講者の声
色々な技術を見ることができ、いい経験になりました。ためになる話ばかり
で、時間が過ぎるのがとても早かったです。貴重な時間をありがとうございま
した。もっと、このような機会を増やしてほしいです。

ものづくりマイスターの感想
指導中は全員メモを取り、指導後は多くの質問が出て、食に関する熱心さが
伝わってきました。志を持って志事（仕事）をする人になって欲しいと思います。
お菓子には人を笑顔にする力があります。だから私はこの仕事が好きですし、

皆さんにも好きになってもらいたいと思います。

【学校の生徒に対する実技指導の実施例】
学校の生徒向けの技能指導として、以下のように活用されています。

協力：福井県技能振興コーナー



働くことに悩みを抱えている若者に対する
ものづくりの魅力の発信（地域若者サポートステーション）
　地域のサポート
ステーションと連
携し、利用者に対
して「ものづくり
の魅力」を伝えて
います。

◆担当者の感想
　今回の「組子コースター製作」を通して、達成感や完成
することの喜びを味わってもらうことができました。参加
者が皆、笑顔で体験できて良かったです。

◆受講者の感想
　木片を一つひとつ組み合わせるのは難しかったですが、
きれいな組子ができた時には達成感がありました。何事も
真剣に取り組むことの大切さも学び、今後の社会活動に活
かしていきたいです。

協力：福島県技能振興コーナー

学校の授業等へのものづくりマイスター派遣
将来を担う小・中学校等の児童・生徒、その教師や保護者等を対象に、ものづくりマイスターの講義やも

のづくり体験教室等を通じて、ものづくりの魅力を発信しています。

　　　 ＜小学校での実施例（タイル張り・畳製作）＞

 マイスターによる指導 児童の作品（モザイクタイルコースター） たたみ製作

◆児童、生徒の感想
（タイル張り） ・初めて作るので不安だったけれど、優しく教えてくれて嬉しかったです。
 ・ タイルを砕くのに意外と力が要るのでびっくりしました。どうすれば上手に少ない力で砕けるのか教え

てくれました。
 ・タイルを張るごとに形が出来ていって、達成感があって楽しかったです。
 ・将来、ものづくりに携わったときに、考え方が生きてくるような体験でした。
（畳製作） ・畳表のコースターづくりと花瓶敷きづくりはとても楽しかったです。
 ・畳に湿度調節機能や空気清浄の役目があることに驚きました。
 ・将来、家を建てるときは畳の部屋を作りたいと思います。
◆教師の感想
（タイル張り） ・子供たちだけでなく大人も夢中になれる体験でした。
 ・子供たちにとって良い経験になったとともに、思い出に残る作品が出来、感謝しております。
（畳製作） ・子供たちは日本の伝統文化に触れ、ものづくりの楽しさを実感できたと思います。
 ・日本の気候に最適な敷物として、古くから愛用されてきた畳の良さを再認識しました。
 ・ 身近にその道のプロであるものづくりマイスターがいることに気付き、郷土を誇りに思い地元を見つめ直

す良いきっかけにもなりました。
協力：東京都技能振興コーナー、青森県技能振興コーナー

【「ものづくりの魅力」発信の実施例】
「目指せマイスター」プロジェクトとして、将来を担う小・中学校等の生徒、その先生や保護者等を対象に、ものづ
くりマイスターの講義やものづくり体験教室等による、ものづくりの魅力を発信しています。その他、働くことに悩
みを抱えた若者を対象とした魅力の発信、ものづくりマイスターの働く職場での職場体験実習などを行っています。

職場体験実習（広告美術仕上げ）
　ものづくりマイスターが働く職場での職場体験実習を行
い、当該職場ならではのものづくり体験、実際の仕事を通
してものづくりの魅力を伝えています。

◆生徒の感想
　実際にカッティングシートをはがす作業などを体験し、
細かい作業が多く、大変だということが分かりました。普段、
何気なく見ていた看板は、お客様の希望を入れながら、都
市景観に配慮して考え抜き、作られていることを知りまし
た。1日に何回も打合せがあったりと、お忙しい中で手間
を省くことなく仕事をされている姿が印象に残っています。　

協力：長崎県技能振興コーナー



ものづくりマイスター制度の仕組み

ものづくりマイスターが指導する対象分野は、以下の 111職種です。
造園 さく井 金属溶解 鋳造 鍛造 金属熱処理 粉末冶金

機械加工 放電加工 金型製作 金属プレス加工 鉄工 建築板金 工場板金

めっき アルミニウム陽極
酸化処理 溶射 金属ばね製造 ロープ加工 仕上げ 切削工具研削

機械検査 ダイカスト 機械保全 電子回路接続 電子機器組立て 電気機器組立て 半導体製品製造

プリント配線板
製造

自動販売機
調整 産業車両整備 鉄道車両

製造・整備 光学機器製造 複写機組立て 内燃機関組立て

空気圧装置
組立て 油圧装置調整 縫製機械整備 建設機械整備 農業機械整備 冷凍空気調和

機器施工 染色

ニット製品製造 婦人子供服製造 紳士服製造 和裁 寝具製作 帆布製品製造 布はく縫製

機械木工 木型製作 家具製作 建具製作 紙器・段ボール箱
製造 製版 印刷

製本 プラスチック成形 強化プラスチック
成形 陶磁器製造 石材施工 パン製造 菓子製造

製麺 ハム･ソーセージ･
ベーコン製造

水産練り製品
製造 みそ製造 酒造 情報配線施工 建築大工

枠組壁建築 かわらぶき とび 左官 築炉 ブロック建築 エーエルシー
パネル施工

タイル張り 畳製作 配管 厨房設備施工 型枠施工 鉄筋施工 コンクリート圧送
施工

防水施工 樹脂接着剤
注入施工 内装仕上げ施工 熱絶縁施工 カーテンウォール

施工 サッシ施工 自動ドア施工

バルコニー施工 ガラス施工 ウェルポイント
施工

テクニカルイラ
ストレーション

機械・プラント
製図 電気製図 金属材料試験

貴金属装身具製作 印章彫刻 表装 塗装 路面標示施工 広告美術仕上げ 義肢・装具製作

メカトロニクス 電気溶接 電工 自動車工 車体塗装 時計修理

ものづくりマイスターデータベース

認定・登録

地域技能振興コーナー
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若年技能者の人材育成に
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　次の認定基準のいずれにも該当する高度な技能を有
する方を募集します。
① 技能検定の特級・１級・単一等級の技能士及び同等
の技能を有する方、技能五輪全国大会の成績優秀者
（銅賞まで）のいずれかに該当する方
②実務経験が 15年以上ある方

③ 技能の継承や後継者の育成に意欲を持って活動する
意思及び能力がある方

詳しくは、

このリーフレットに関するお問い合わせはこちらへ
中央技能振興センター　 03 － 6758 － 2897（中央職業能力開発協会内）

ものづくりマイスターのお問合せは都道府県技能振興コーナーへ
コーナー 郵便番号 所在地 電話番号
北海道 003-0005 札幌市白石区東札幌 5条 1丁目 1-2　北海道立職業能力開発支援センター内 011-825-2387
青森県 030-0122 青森県青森市大字野尻字今田 43-1　県立青森高等技術専門校内　 017-738-5561
岩手県 028-3615 紫波郡矢巾町南矢幅 10-3-1　岩手県立産業技術短期大学校　内 019-613-4622
宮城県 981-0916 仙台市青葉区青葉町 16-1 022-727-5380
秋田県 010-1601 秋田市向浜 1-2-1　秋田県職業訓練センター内 018-874-7135
山形県 990-2473 山形市松栄 2-2-1 023-645-3131
福島県 960-8043 福島市中町 8-2　福島県自治会館 5F　 024-522-3677
茨城県 310-0005 水戸市水府町 864-4　茨城県職業人材育成センター内 029-221-8647
栃木県 320-0032 宇都宮市昭和 1-3-10　県庁舎西別館 028-612-3830
群馬県 372-0801 伊勢崎市宮子町 1211-1 0270-23-7761
埼玉県 330-0074 さいたま市浦和区北浦和 5-6-5　埼玉県浦和合同庁舎 5F 048-814-0011
千葉県 261-0026 千葉市美浜区幕張西 4-1-10 043-296-7860
東京都 102-8113 千代田区飯田橋 3-10-3　東京しごとセンター 7F 03-5211-2357
神奈川県 231-0026 横浜市中区寿町 1-4　かながわ労働プラザ 6Ｆ 045-633-5403
新潟県 950-0965 新潟市中央区新光町 15-2　新潟県公社総合ビル 4F 025-283-2155
富山県 930-0094 富山市安住町 7-18　安住町第一生命ビル 3F 076-432-8870
石川県 920-0862 金沢市芳斉 1-15-15　石川県職業能力開発プラザ 3F 076-254-6487
福井県 910-0003 福井市松本 3丁目 16番 10号　福井県職員会館ビル内 0776-27-6360
山梨県 400-0055 甲府市大津町 2130-2 055-243-4916
長野県 380-0836 長野市大字南長野南県町 688-2　長野県婦人会館 3F 026-234-9050
岐阜県 509-0109 岐阜県各務原市テクノプラザ 1-18　岐阜県人材開発支援センター内 058-379-0521
静岡県 424-0881 静岡市清水区楠 160 054-344-0202
愛知県 451-0035 愛知県名古屋市西区浅間 2-12-19　服部ビル 2階 052-524-2075
三重県 514-0006 津市広明町 112-5　第 3いけだビル 4F 059-225-1817
滋賀県 520-0865 大津市南郷 5-2-14 077-537-1213
京都府 612-8416 京都市伏見区竹田流池町 121-3　京都府立京都高等技術専門校内 075-642-5075
大阪府 550-0011 大阪市西区阿波座 2-1-1　大阪本町西第一ビルディング 6F 06-4394-7833
兵庫県 650-0011 神戸市中央区下山手通 6-3-30　兵庫勤労福祉センター 1F 078-371-2047
奈良県 630-8213 奈良市登大路町 38-1　奈良県中小企業会館 2F 0742-24-4127
和歌山県 640-8272 和歌山市砂山南 3-3-38　和歌山技能センター内 073-499-6484
鳥取県 680-0845 鳥取市富安 2-159　久本ビル 5F 0857-30-0708
島根県 690-0048 松江市西嫁島 1-4-5　SPビル 2F 0852-61-0051
岡山県 700-0824 岡山市北区内山下 2-3-10 086-225-1580
広島県 730-0052 広島市中区千田町 3-7-47　広島県情報プラザ 5F 082-245-4020
山口県 753-0051 山口県山口市旭通り二丁目 9-19　山口建設ビル 3階 083-922-8646
徳島県 770-8006 徳島市新浜町 1-1-7 088-662-1974
香川県 761-8031 高松市郷東町 587-1　地域職業訓練センター内 087-882-2910
愛媛県 791-1101 松山市久米窪田町 487-2　愛媛県産業技術研究所管理棟 2F 089-961-4077
高知県 781-5101 高知市布師田 3992-4　高知県立地域職業訓練センター内 088-846-2303
福岡県 813-0044 福岡市東区千早 5-3-1　福岡人材開発センター 2F 092-681-2110
佐賀県 840-0814 佐賀市成章町 1-15 0952-24-6667
長崎県 851-2127 西彼杵郡長与町高田郷 547-21（技能・技術向上支援センター内） 095-883-1671
熊本県 861-2202 上益城郡益城町田原 2081-10　電子応用機械技術研究所内 096-289-5015
大分県 870-1141 大分市大字下宗方字古川 1035-1　大分職業訓練センター内 097-542-6441
宮崎県 889-2155 宮崎市学園木花台西 2-4-3  宮崎県技能検定センター内 0985-58-1570
鹿児島県 892-0836 鹿児島市錦江町 9-14 099-226-3240
沖縄県 900-0036 那覇市西 3-14-1 098-894-3231

厚生労働省「ものづくりマイスター」を募集しています

H29.7

技能継承・後継者育成に意欲を持つ熟練技能者の方々の申請をお待ちしています。

ものづくりマイスター 検索
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事例-2 建築大工　 山形県立米沢工業高等学校

受入担当者の声　 後藤 武志 教諭／島貫 隼 教諭／田中 知宏 主任実習教諭

事例
2

ものづくりマイスター派遣先

概要（H29.8 取材当時）

山形県立米沢工業高等学校
〒992-0117 山形県米沢市大字川井 300

学校長̶̶̶ 星  洋志
沿革̶̶̶̶ 明治30年 米沢市立工業学校として開校
 明治31年 山形県工業学校と改称
 昭和25年 山形県立米沢工業高等学校  

  （現校名）となる
学科̶̶̶̶ 機械生産類 機械科・生産デザイン科
 電気情報類 電気情報科
 建設環境類 建築科・環境工学科
 定時制産業科
卒業生総数̶ 約26,000名
教職員数̶̶ 全日制79名、定時制28名

佐藤マイスターの指導の様子

作品

日本で６番目に設立された伝統ある工業高校
部活動でマイスターの指導を受ける
　米沢工業高等学校は、日本で６番目に設立された
伝統ある工業高校です。120年に及ぶ歴史の中で、も
のづくりの担い手を数多く輩出してきました。専門学科
としては建設環境類、機械生産類、電気情報類の３つ
があり、さらにいくつかのコースに分かれ、生徒の希望
にそった専門分野を学ぶことができます。
　一方で、専門分野の壁を超えたものづくりにも力を
入れており、全学科が協力して電気自動車や風力発電
装置、ソーラーパネル付きの車庫などをつくり、100％
自然エネルギーで、100％手づくりの電気自動車を動
かすといったプロジェクトに取り組んできました。その
なかで、電気自動車の充電・格納するソーラーパネル
つき車庫（スマートエコ車庫）を建設環境類建築コー
スの木工班が建設しました。
　同校では、平成27年度から「ものづくりマイスター
制度」を活用しています。対象は、建設環境類の部活動
（工業クラブ建築大工班）の生徒です。

　私が本校に赴任したのは８年前（平成22年）のこと

ですが、当時から後藤武志先生（現・建設環境類長）

の下、技能検定などに向けた取り組みが活発でした。

前の高校に在籍していたときも技能検定を担当してい

たのですが、高校生で２級合格は正直いって難しいと

思っていました。ですから、本校から県内で初めて建築

大工２級技能士の合格者が出たときは、本当に驚きま

した。なぜそのような結果が出せるのかと。本校に

赴任してわかったのは、技能検定に合格することが

目的ではなく、真摯に取り組むことによって、技能や

技術を知り、その苦労や大変さ、そしてそれに取り組む

姿勢を学ぶことができることです。そうした経験を社会

に出たときに役立ててほしいですし、逆にそうしたこと

を前提として取り組んでいるからこそ、合格者が出る

のだと思いました。

　ものづくりマイスターの指導は、本校のこうした方針

にまさに合致するものでした。生徒たちは佐藤マイス

ターの厳しい目の下、大工の仕事の大変さ、プロとして

の姿勢、技能の奥の深さを教わることができたと思い

ますし、何のために必要な技能なのかを生徒に真に

伝える貴重な機会になったと思います。

　佐藤マイスターの指導を受けたのは、部活動「工業

クラブ建築大工班」の生徒です。平成27年は5名、28

年は11名で、今年度も指導をお願いしています。本校

の建設環境類の卒業生は、技術者として施工・技術管

理、設計等に携わるケースが多いのですが、大工を志

して入学してくる生徒も少なからずいます。大工として

活躍していくために必要なことを高校３年間で伝えて

いくのは限度があります。佐藤マイスターの指導を

通じて、プロの言葉を聞き、プロの技能を目の当たりに

することができるのは、教師が３年間で伝えられること

の中でも重みがまったく違うと思います。

　佐藤マイスターの指導を受けた一人である寒河江

君は、将来、宮大工になりたいという夢を持って本校

に入学してきました。昨年の「聞き書き甲子園」（農林

水産省、文部科学省、環境省などが主催）では、宮大工

でも用いられる釿
ちような

鍛冶を訪ねてレポートにまとめ、県

内で初めて優秀作品賞を受賞しました。宮大工に対す

る思いがそれほど強い彼も、佐藤マイスターの指導を

受けて貴重な経験を積むことができたと話しています

し、彼を含めて受講した全員が、いずれ社会に出たと

きに「ものづくりマイスター制度」で学んだことを支え

にして、活躍してもらえればと思っています。

プロとしての姿勢や技能とともに
何のための技能か生徒に伝わる機会にも

プロの言葉と技能を目の当たりにする経験は
生徒に伝わる重みがまったく違う

マイスターの指導を通じて社会に出てから役立つ
技能や姿勢、苦労を学ぶことができる

佐藤マイスターの実技指導の様子

指導日 指導内容

カリキュラム

建築大工技術、木材加工方法の実習H28   9/211
木材の種類、木の表・裏、元口、末口の見分け方

木取りの方法、木材の性質

木材の切断、鋸の使い方　　  9/302

木工機械の使い方、手押しカンナ、自動カンナ、バンドソー　　  10/23

墨付け、溝の加工、工具の使い方　　  10/34

こしかけかま継手の製作１　　  10/75

こしかけかま継手の製作２　　  10/106

期　間 平成28年9月～10月
実施場所
受講者数

山形県立米沢工業高等学校
11名

建築大工
田中 知宏 教諭
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ものづくりマイスター　 佐藤 四男
事例-2 建築大工　 山形県立米沢工業高等学校

受講者の声

地域技能振興コーナー担当者より

　祖父と父がものづくりにかかわっていたこともあり、

自分もいずれは大工として、ものづくりをしたい思いが

ありました。米沢工業高校に入学し、工業クラブに入っ

たのもそのためで、将来は宮大工になって、社寺仏閣

に携わる仕事をしたいと思っています。

　佐藤マイスターは道具の使い方や木の性質につい

て知り尽くしていたので、大工としての基礎をしっか

りと教えていただいたという実感があります。例えば

カンナの使い方でも、木の繊維や木目を見て、カンナ

をどう引いたらいいのか、刃をどれくらい出したらいい

　私がものづくりマイスターになったのは、職業能力

開発協会の方から薦められたことがきっかけです。もと

もと高等技能専門校等での指導歴もありましたし、

これからの建築業界を背負っていく若い人を育成しな

いと、担い手がいなくなる危機感もありました。それに

私もある会社の棟梁に長い間お世話になり、一人前に

していただきましたので、「技能者は恩返しをしなけれ

ばならない」という気持ちも強かったです。

　講義では、若い人たちにものづくりの楽しさと、完成

した時の喜びを味わっていただきたいということを

第一に考えています。ただ、生徒さんにも個性がありま

す。説明だけで理解する子もいれば、少し手をかけて

あげればできるようになり、すばらしい技能を発揮す

る子もいます。なかにはどうしてもできない子もいます

が、こうした子供たちにもバラツキのないように教える

ことが、マイスターの苦しみであり、腕の見せどころだ

と考えています。どうしてもできない子には一緒にもの

をつくる、つくって見せてやらせてみる、そうすることで

どんな子もできるようになります。私がダメだと思って

のか、刃を出すときの見方とか、プロのやり方をしっか

りと見せていただきました。これまで自分がやってき

た方法と少し違うところがあったのですが、なぜ違うの

か、違うと何が変わるのかを考え、体験して、学ぶことも

できました。

　また、ものづくりに対する熱意もすごく伝わってき

て、それが自分にも乗り移ったような感じも受けていま

す。教わった技能を活かして、自分もいつか佐藤マイス

ターのようになれるよう、頑張っていきたいと思って

います。

　佐藤マイスターの説明はとてもわかりやすく、教える

ことに関してもプロだと感じました。自分は高校３年に

なり、クラブでは後輩たちにいろいろと教えていかな

ければいけない立場です。佐藤マイスターとは知識も

経験もまったく違うので、同じようにはできませんが、な

るべくマイスターから教わったことをそのまま後輩に

伝えるよう心掛けています。

　ものづくりマイスターから直に教えてもらえる後輩

へのアドバイスとしては、プロの姿をしっかりと見て

学んでほしいということです。説明を受けて、その話を

聞くことも大事ですが、それ以上になぜこのようなやり

方をするのかと自分で考えたほうがより深く学べると

思います。マイスターの姿を目に焼きつけて、ものづく

りに取り組んでほしいと思います。

ものづくりマイスター

佐藤  四男 （さとう  よつお）
昭和26年（1951年）生まれ
昭和56年度　1級技能士 建築大工（大工工事作業）取得
平成23年度　山形県知事表彰「山形県木造建築伝承の匠」
平成27年度　厚生労働省ものづくりマイスター（建築大工）認定

佐藤マイスターの指導の様子

後輩に教える寒河江さん（中央）

寒河江さん（中央）と後輩たち

　昨年、技能五輪全国大会が山形で開催されました。

県を挙げて技能向上に取り組んできたのですが、その

一つに基礎力向上を図るため、ものづくりマイスターを

工業高校に派遣することがあり、米沢工業高校に応じて

いただきました。もともと技能検定等に熱心に取り組ま

れていた米沢工業高校ですが、実績のあ

るプロの指導を受けることで、生徒の反

応も変わってくると思いますし、技能伝承としてもきわめ

て意味のあることだと考えています。できるだけ多くの

方にこの制度を活用していただきたいと思います。

マイスターとして
これからの担い手を育成する

さまざまな個性のある生徒たちに対して
いかにものづくりの楽しさを教えるか

プロのやり方と少し違う自分のやり方を省みて
なぜ違うのか違うと何が変わるのかを学んだ

プロの姿をしっかりと目に焼きつけて
なぜこうするのか自分で考えることが重要

若い人にものづくりの楽しさを教えたい
それが技能者としての恩返し

寒河江 亮太さん
宮大工として社寺仏閣に携わる仕事をして
いつかマイスターのような立場になりたい

しまったら、この子は脱落してしまいますので、根気よ

く教えています。逆にすぐできる子は有頂天になること

がありますので、厳しさもあわせて教えるようにしてい

ます。有頂天になれば必ず苦しむときがくるからです。

　米沢工業高校の生徒たちにマイスターとしてかかわ

るようになって２年が経ちますが、最初は対象が高校

生ということもあって、ものづくりの基本を中心に指導

することを考えていました。しかし、初対面から回数を

重ねるごとに、生徒たちのものづくりに対する真剣さが

伝わってきて、カンナの使い方などの基本を教えるだ

けでなく、社会人と同じように、ものづくりの最後の最

後の出来上がりまで教えなければいけないと思ってい

ます。

　「ものづくりマイスター制度」は、本当にすばらしい

制度だと思います。なぜなら、今は現場の機械化が進

んでいることもあり、親方であってもきちんと技術・技

能を指導できない人がたくさんいるのです。これから

の若い人がしっかりとした技術・技能を身につけるに

は、マイスターから指導を受けるのが一番だと思いま

す。ぜひこの制度を有効に使って、業界の発展につな

げていただきたいというのが私の考えです。

ものづくりに対する生徒の真剣さが伝わり
基本を超えた指導内容に変更

機械化の発達等で指導者も減少
若い人への技能伝承はマイスター制度が一番

山形県技能振興コーナー
技能振興課長  細矢 正廣
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事例-4 型枠施工　 石川県立小松工業高等学校

受入担当者の声　 古澤 清尚 建設科科長

事例
4

ものづくりマイスター派遣先

概要（H29.7 取材当時）

石川県立小松工業高等学校
〒923-8567 石川県小松市打越町丙 67

学校長̶̶̶ 林　純一郎
沿革̶̶̶̶ 昭和14年　石川県立小松工業学校開校
 昭和23年　石川県立小松実業高等学校
 昭和 40年　石川県立小松工業高等学校

に改称
学科̶̶̶̶ 機械科、電気科、建設科、材料化学科
卒業生総数̶ 17,874名
教職員数̶̶70名

阿部マイスターの指導の様子

朝礼

南加賀唯一の工業高校として
地域の発展に貢献
　本校は、昭和14年にコマツ製作所の支援で創立

されました。南加賀唯一の工業高校として、卒業生の

75％が県内に就職し、地元企業を支え、地域の発展に

貢献している工業高校です。

　しかし、県内に３校しかない建設系の科を擁しなが

ら、建設業界に進む生徒の数は非常に少なくなってい

ます。これを改善するため、「ものづくりマイスター制

度」の活用を組み込んだ、建設科の実習体系の抜本的

な見直しを行いました。

　３年前に建設科の科長として本校に赴任した時、

実習体系を根本的に見直すことにしました。その際の

基本的な考え方は、若い時期には、まず体感すること、

それをもとにして理論的に知ること、というものでした。

　私が最も問題だと考えたのは、就職のことです。建設

科で学んでいるにもかかわらず、建設業界に進む生徒

が少ないのです。何かしらのアクションを起こす必要

があると感じていました。

　では、これらの課題に対処するために具体的にどう

するかという時に、「ものづくりマイスター制度」を活用

することにしました。

　ものづくりマイスターに期待しているのは、大きく

分けて二つあります。一つは、第一線にいるプロフェッ

ショナルの技術・技能の高さを、生徒に肌で知ってもら

うことです。どんなに授業で説明しても、言葉だけでは

伝えきれないものがあります。

　素直に一流のプロにはかなわないと実感できれ

ば、その技能の深いところに生徒の考えが向かい

始めると思います。

　もう一つは、プロ

フェッショナルと接

することで、生徒に職

業観を持ってもらう

ことです。ものづくりマイスターの指導や、インターン

シップで現場の雰囲気を肌で感じるなど、学校の外の

世界を早い時期に知ることで職業というものを感じ

取ってもらえると思うのです。

　ものづくりマイスターが、技能の指導、仕事人として

の在り方を指導するときには、教師の側は生徒の意識

面に留意します。

　例えば、講習のある段階では、生徒に対し、協同、

協調というテーマを示します。建設業は、自分が成し

遂げた仕事の結果を、次の人に受け渡していき、そう

いう連鎖の中で完成に向かうものです。また、型枠が

できコンクリートを流し込む実習では、自分の仕事が

終わった生徒が他の生徒に手を貸すといった場面が

あります。こういった協同、協調の場面を体験すること

が大切なのです。この体験を蓄積していくことで、一人

ひとりが、自発的に協力し合い、コミュニ

ケーションをとって仕事の段取り確認、役割

分担、気遣いなどができるようになっていき

ます。

　今回、ものづくりマイスターの指導に

取材が入ることを知ると、当事者ではない

３年生が自発的に教室を掃除していまし

た。やはり、自分たちの学校という意識なの

でしょう。この意識が、自分の会社という意

識に移行していけば、職業人としての気配

り、協調性などにつながっていくと感じて

います。

知識や技能だけでなく、職業人として大切な心構えを
早い時期に感じる機会の提供が大切

指導日 指導内容

カリキュラム

内容説明（型枠とは）H29   4/181
型枠の加工・組立　　   4/252

型枠の加工・組立　　   5/93

生コンクリート打設　　   5/304

型枠解体　　   6/65

期　間 平成29年4月～6月
実施場所
受講者数

石川県立小松工業高等学校
20名

実習をとおして職業人にとって大切な
協同意識、気配りを身につけていく

型枠施工

建設科の生徒たちが建設業の仕事に
進んでいく動機づけの仕組みをつくる

高校生時代にプロの技、仕事場の空気を
知ることで職業観を持たせる

16 17

ものづくりマイスター　 阿部 敏樹
事例-4 型枠施工　 石川県立小松工業高等学校

受講者の声

地域技能振興コーナー担当者より

　型枠施工の指導では、はじめのうちは、寸法を測っ

て木材を切るという簡単なことでも緊張していました。

とにかく、もっと早く先に進みたいという気持ちでし

た。いろいろとやってみているうちに、どうすればよい

のかという疑問が出てきました。それを阿部マイス

ターに相談し、教えていただき、次第に全体がわかっ

てきたように思います。（北さん）

　型枠づくりの実習は、知らない

ことばかりで、一体何がわからない

のかがわからないという感じでし

た。わからないままに夢中で作業を

進めていくと、次第に、もっとうまい

やり方はないのかとか、いろいろ

疑問が湧いてくるのです。

阿部マイスターに質問

すると、コツを教えて

くださり、そのこと

でスッと先に進んでいけるのです。

　振り返ると、本当に新鮮な経験でした。（中村さん）

　実際に型枠づくりに取り掛かってみると、どこに、

どう手をつけていけばよいのか見当がつかない感じ

　ものづくりマイスターとして、３年前から指導にあ

たっています。私の場合、この活動をやってみようと考

えた理由は二つあります。一つ目は何といっても、建設

業の世界に関心を持ってもらいたいということです。就

職ガイダンスの会場に行った時のことですが、建設業

のコーナーにいる高校生の数は他と比べて極端に少

ないのです。業界の将来が心配になりました。そこで、

ものづくりマイスターの活動をとおして、建設業の仕事

をアピールしたいと考えたわけです。

　もう一つは、ものづくりの楽しさ、面白さを知ってもら

うことです。興味深い仕事だとわかってくれれば、この

世界に進んでみようという気持ちにもなるのではない

でしょうか。

　指導の時には、型枠施工の仕事そのものを生徒に

楽しんでもらえるように配慮しています。楽しんで取り

組んでもらえるからこそ、そこに興味が湧いてきて、

もっとうまくなりたいとか、もっと技術を知りたいといっ

た気持ちが出てくると思います。

　指導が始まったばかりの頃は、生徒は自分が何をし

でした。それでも、いろいろ手を

動かしているうちに、ここの作

業はどうしようかとか考

えるようになってきま

した。

　生徒と阿部マイス

ターで釘打ちの競争をしたことがありますが、阿部

マイスターはとても速くて、全然かなわなかったです。

いつかは勝てるようになりたいです。（田中さん）

　型枠施工をやったことなどありませんから、期待と

不安が入り混じった感じでした。希望していた建設科

で、プロの方に、それも、ものづくりマイスターに教えを

受けることができたのは貴重な経験でした。でも、実際

にやってみると難しかったです。ようやく出来上がった

ものを見ると、阿部マイスターの仕事にはまったく

及ばないことを実感し、仕上がりの差に愕然としまし

た。（尾崎さん）

たらよいかわからないのですが、やっているうちに何

かが見えてくるのでしょう。そうすると、いろいろな質

問が出てきます。私のほうは、説明をしたりコツを教え

たりして、先に進んで行きます。その繰り返しの中で、

生徒はものづくりの楽しさを味わってくれているよう

です。

　ものづくりマイスターとして指導に携わっていると、

全然知らなかった若者たちと出会うわけですが、回を

重ねるごとに、若い人たちの気持ちが見えるようになり

ます。それは、私自身の勉強になるところであり、会社

の若い社員との接し方にも役立っています。

　でも、時には、技能の差、レベルの違いをはっきり見

せることもします。ものづくりにかかわらず、自分が今ど

の水準にいるかを知っておくことは大切なことだから

です。社会に出れば、いつかは後輩が入ってきて、先輩

として指導することになります。その時、自分の技能や

知識の水準がしっかりしたレベルになければ、良い指

導はできません。場合によっては、自分がそのレベル

に達していなくても指導の役割を負うこともありえま

す。それに備えるた

めには、自分の今

のレベルを知って、

もっと上に行こうと

する努力を日々行

うことが必要なの

です。

建設業の仕事、ものづくりの楽しさを
体感してもらうために役立ちたい

ものづくりマイスター

阿部  敏樹 （あべ  としき）
昭和49年（1974年）生まれ
平成16年度　１級技能士  型枠施工（型枠工事作業）取得
平成26年度　厚生労働省ものづくりマイスター（型枠施工）認定

阿部マイスターの指導の様子

　ものづくりマイスターの役割は、教師の代わりに

授業をすることではありません。学校がマイスターに

期待することを明確にし、マイスターがそれを理解す

ることで制度の効果が生まれるものです。そういう意味

では、小松工業高校の活用事例は理想的です。

　現実の課題としては、ものづくりマイスターはご自身

の仕事を持っており、それに加えて指導

をするわけですから大変な負担です。

それでも敢えて時間を割いて活動してくださるので

すから、これからも学校とものづくりマイスターの間を

きちんとコーディネートしていきたいと思います。

建設業の仕事を知ってもらい、
一人でも二人でもこの分野の仕事に
進んでもらいたい

楽しければこそ興味が湧き、
もっと上達したいという意欲が出てくる

ポイントのところでコツを教えてもらう
うちに全体が見えてきた

阿部マイスターにはかなわないけれど
いつかは追い越したい

技術・技能の差をはっきり示すことは、
若い人の成長に向かう自覚を呼び起こす

北 美冬さん

田中 彪雅さん

中村 雄也さん

尾崎 亜憂さん

わからないことばかりから始まったが、
前に進み始めると次 と々疑問が湧いてきた

石川県技能振興コーナー
アドバイザー  谷門 正光
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事例-7 造 園　 兵庫県立龍野北高等学校

受入担当者の声　 吉田 憲弘 環境建設工学科 教諭

事例
7

ものづくりマイスター派遣先

概要（H29.7 取材当時）

兵庫県立龍野北高等学校
〒679-4316 兵庫県たつの市新宮町芝田 125-2

学校長̶̶̶ 前田  達也
沿革̶̶̶̶ 平成２０年 龍野実業高等学校と新宮高等 

学校との発展的統合により開校
 平成２１年 現校舎に移転
学科̶̶̶̶ 電気情報システム科、環境建設工学科、
 総合デザイン科、看護科（５年一貫教育）、

総合福祉科、商業科（定時制）
卒業生総数̶ 1,748名
教職員数̶̶ 90名

実習中の名村さん（左）と釜井さん（右）

前田マイスターの指導の様子

前田マイスターの指導の様子

建設における環境の意味を理解するため、
造園の「ものづくりマイスター制度」を導入
　龍野実業高等学校と新宮高等学校が発展的に

統合したことで誕生した龍野北高等学校は、工業系の

学科から福祉、看護の学科までを擁しています。こうし

た中で、龍野実業高等学校にあった土木科と建築科を

環境建設工学科として再構成するにあたり、生徒が

建設という分野を幅広い視野で体験し、知ることがで

きるようなカリキュラムの編成に取り組んできました。

特に、建設における環境の意味を理解するための

課題研究の一環として、造園分野のものづくりマイス

ターに指導を仰ぐこととしました。

期　間 平成29年5月～7月
実施場所
受講者数

兵庫県立龍野北高等学校
11名

　本校の環境建設工学科は、前身の実業高校にあっ

た土木科と建築科を統合してできたものです。この

学科のカリキュラムには、環境緑化、公園整備、堤防、

デザインなどの要素がありますが、これらの要素を括

る一つの枠組みとして「造園」というものを考えました。

　ものづくりマイスターに指導していただく前から、

課題研究の一環として、近くの文化会館の公園を生徒

が整備するということを行っていましたが、こうした取

組みを実施するうちに、基本的な知識、技能の必要性

を感じ、「造園」を学ぶこととなったのです。もちろん、木

工、建築大工などの分野にも力を入れています。

　環境建設工学科では、課題研究として５つのテーマ

を挙げていますが、このうち、建築大工と造園にもの

づくりマイスターの派遣をお願いしています。

　前田マイスターの指導の様子を見ていて感じる

のは、私たち教員の指導の仕方が、いかに学校という

枠に縛られているかというところです。前田マイスター

の指導を見ると、課題研究の本来の在り方だと思いま

す。実践的な指導のなかで必要な基本事項をしっかり

と伝え、そのうえで、生徒の自発的な取組み姿勢を引

き出しています。教員である私たちにとっても良い勉

強の機会ですね。

　前田マイスターに敬服するのは、短い時間で生徒の

個性を的確に見抜いてしまうことです。しかも、教員か

ら見た生徒ではなく、造園マイスターとしての目をもっ

て生徒を見るので、私たちにとっての生徒の見え方に

奥行きが出てきます。

　また、指導の仕方も巧みです。指導の目標は、造園

技能士３級レベルの知識と技能を身につけることで

すが、指導を受けた後に挑戦する生徒が２名出てきま

した。造園の知識と

して樹木の名称を

正しく知っているかどうかなどが重要ですが、検定を

目指す２人以外の生徒も80％以上の理解度に達して

います。私たちは、半分できれば良いほうだと想定して

いたので、驚きました。前田マイスターの指導をとおし

てしっかりとした知識が根づいてることを実感します。

　生徒の多くは、卒業とともに社会人として巣立ってい

くわけですが、ものづくりマイスターという社会の先輩

に接することの意味も大きいようです。マイスターとい

う凄い人に出会い、真剣に学ぶことで、生徒の内面に

社会に巣立つことの意識が培われているのでしょう。

インターンシップと合わせて、学校だけではできない

貴重な教育になっていると考えています。

前田マイスターの指導の仕方は
教師にも刺激を与える

生徒の個性を素早く見抜き、
効果的に指導

凄いマイスターに出会った体験は、
社会に出た時に必ず役立つ

造 園

指導日 指導内容

カリキュラム

それぞれの植物の特徴把握H29   5/111
整地後、竹外部分の指導　　   5/252

　　   6/13

シュロ縄の括り方、水糸の張り方を指導

それぞれの植物の特徴把握　総括復習

各人の弱点部分強化の指導及び練習

各人の弱点部分強化の総括指導

　　   6/8

　　   6/15

　　   6/22

　　   6/29

　　   7/13

　　   7/20

　　   7/27

4

5

6

7

8

9

10

教師の指導とものづくりマイスターの指導が
有機的に絡み合うことで大きな成果が現れる

縁石と敷石のポイント指導
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ものづくりマイスター　 前田 政志
事例-7 造 園　 兵庫県立龍野北高等学校

受講者の声

地域技能振興コーナー担当者より 兵庫県地域技能振興コーナー
コーナー長  河合 弘幸

若年技能者
人材育成推進員
陣東 利治

　造園には、ルールがあります。更地から始めて杭を

立てるまでの間の手順、植栽するときの樹木の向き、

石を敷くときの地面からの高さなど、細かいところに

気を使っていかなければなりません。

　実際に造園という仕事を学んでみると、旅行先で

庭を見たり、近所の庭を見たりしても、今までとは違う

見方をするようになりました。庭づくりのルール、知識

を前田マイスターに教えていただいているので、石の

並び方などにも目が行くようになったのです。それに、

いろいろな樹木の名前を知ると、今までただの木でし

かなかったものが、もっと親しいものと感じられるよう

になってきます。

　前田マイスターの指導をとおして、造園の知識以外

のことも学びました。僕たちは、卒業後、就職して社会

人になっていくわけですが、社会人としてのマナー、態

度などを意識するきっかけになりました。特に大切だ

と考えているのは、主体的に行動するということです。

前田マイスターの指導の仕方も、あれをしなさい、これ

をしなさいと細かく指示するのではなく、自分で考えて

動くようにしてくれていたのだと、今では理解できる

ようになりました。（釜井さん）

　造園という仕事に馴染みはありませんでしたが、

　龍野北高校では、ものづくりマイスターとなる前か

ら、環境建設工学科の課題研究の指導を行っていま

した。学科長のパワーに押されて引き受けた感じです

ね。しかし、高校生を指導するのは初めてのことなので

不安だらけでした。高校生の指導となると、自社の社員

の指導とは、また別な指導の仕方が必要だと考え、悩

みました。

　ものづくりマイスターとなり、再び指導を行うにあ

たって自分なりに出した方向性は、生徒には、造園の

指導をとおして、社会人としての在り方を伝えていくと

いうことでした。１学期に基本の指導を行い、２学期

には校外で実践的な指導をしますが、そのなかで、社

会人としてのマナー、自己啓発の大切さ、ものづくりの

情熱などを身につけてほしいと考えたのです。

　教える時には、手取り足取りの教え方ではいけない

と思います。生徒が自分で学ぶ姿勢を持つようにして

いくことが大切です。そして、いつでも気兼ねなく質問

できる雰囲気をつくるように気を配っています。技能を

伝えることと、覚えさせることとは違います。人を育てる

という気持ちで、生徒が自分で考える姿勢を身につけ

ていくことが重要です。

　指導の具体的なテーマは、造園技能士３級レベル

への到達です。そうすれば、造園にとって必要な基本

的要素が身につきます。10回の指導をとおして、生徒

全員をそのレベルに到達できるようにするわけです。

そのためには、ただ聞いて覚えるだけではだめです。

自分で考える姿勢がなければなりません。

　与えた図面どおりに仕上げるには、クオリティを確保

し、工程を管理し、時間内に終えなければなりません。

言い換えれば、自分で考え、結論を出すことが求めら

前田マイスターから庭の型、庭の歴史などの話を聞

き、実際に指導を受けているうちに自然と理解が進ん

でいきました。

　造園について何も知らない、ゼロの状態からスター

トするということは、自分で考えながら作業するとい

うことだと思います。この作業が終わったら次はどう

するのかを想像しながら、一つひとつ進んでいった感

じです。この経験は、他の科目の勉強にも役立ってい

ます。例えば、数学の公式を導き出す場合などでも、

これをこうしたら次はどうなっていくかを、自分なりに

考えながら進めていくようになりました。また、わからな

いことを質問する場合でも、ただ答えを聞くのではな

く、自分なりに考えながら説明を聞く態度に結びつい

ています。

　自分で考えるという姿勢は、いろいろな場面で重要

なことだと理解できました。僕は、テニス部に所属して

いますが、部員の数は多くありません。そうすると、少

ない人数で効果的な練習をするにはどうしたらよいの

か、試合の時にどのように戦っていけばよいのかなど

の課題について、誰かの指示を待つのではなく、自分

で考えて提案するようにしています。（名村さん）

れています。このことは、造園だけでなく、どんな仕事に

も通じることです。

　実際の指導場面では、やはり、生徒の個人差という

問題に直面します。個人差といってもいろいろな尺度

がありますが、私が注目しているのは集中力の違いで

す。集中力のある子はどんどん先に行きますが、そうで

ない子は伸び悩みます。そういう子には、声を掛け、少

しリラックスさせるなどして集中力の回復を待つように

します。どうしても集中できないときには、きちんと叱る

ことも忘れないようにしています。

　「ものづくりマイスター制度」の役割は大きいと感じ

ています。私が造園の世界に入った頃は、先輩や師匠

の仕事を「見て、盗んで、覚えろ」というような時代で

した。それはそれで一つの学び方ではあると思います

が、若い人を「育てる」という意味では、教える側の

意識改革と方法論が必要です。造園業も後継者不足

に悩んでいますが、せっかくこの世界に進んできた

人たちをしっかり育てていくためには、やはり、教える

側が人を育てるということの意味を真剣に考えるべき

だと思います。これは、造園の世界に限らず、今の時代

全体に重要なのではないで

しょうか。

指導を受けることでできなかったことが
できるようになる

覚えさせるのでも教えるのでもなく、
人を育てるという姿勢が重要だ

生徒一人ひとりの個性を受け入れる

人を育てるには、
育てる側の意識改革が必要

ものづくりマイスター

前田  政志 （まえだ  まさし）
昭和34年（1959年）生まれ
平成 1 年度　1級技能士 造園（造園工事作業）取得
平成26年度　厚生労働省ものづくりマイスター（造園）認定

　兵庫県には、工業など産業系の高校が20校ほどあ

りますが、ほぼ全域の学校から指導の依頼をいただい

ています。「ものづくりマイスター制度」の効果がしっか

り認識されていると感じます。

　この制度では、マイスターの専門分野の知識や技能

を学べるだけでなく、

高校生が社会人に接し、

社会人としての在り方の基本を学ぶ機会

も提供できます。今後も幅広い分野で

活用していただきたいと考えています。

造園の指導をとおして社会人としての
在り方を伝える

自分で考え、結論を出し、
それに責任を持つことを知ってほしい

前田マイスターの指導をとおして、
社会人としての態度に気づいた

自分で考える姿勢は、
他の科目の勉強にも役立つ

名村 祥太さん

釜井 祐輔さん

前田マイスターの指導の様子
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事例-10 鉄筋施工　 沖縄県立沖縄工業高等学校

受入担当者の声　 喜瀬 達也 建築科 教諭

事例
10
ものづくりマイスター派遣先

概要（H29.8 取材当時）

沖縄県立沖縄工業高等学校
〒902-0062 沖縄県那覇市松川３丁目20番１号

学校長̶̶̶ 小禄  健夫
沿革̶̶̶̶ 明治35年 首里区立工業徒弟学校として開校
 明治45年 4月1日 木工科に建築部を仮設
 大正 3 年 沖縄県立工業徒弟学校に改称
 大正10年 沖縄県立工業高校に改称。建築科設置
 昭和23年 琉球民政府立工業高等学校となる
 昭和27年 琉球政府立工業高等学校に改称
 昭和39年 琉球政府立沖縄工業高等学校に改称
 昭和47年 日本復帰に伴い、沖縄県立沖縄工業 

 高等学校に改称
学科̶̶̶̶ 電子機械科、情報電子科、建築科、土木科、

工業化学科、生活情報科
卒業生総数̶24,389名
教職員数̶̶ 114名

「鉄筋施工」と「型枠施工」の2職種で活用
生徒の技能力向上に期待
　本校は、平成29年に創立115年を迎える伝統ある

工業高校です。なかでも建築科は、開設している６学

科のうち唯一、創立初期から続く学科です。授業では、

基礎的な知識・技能の習得の他、資格の取得にも力を

入れており、進展する社会情勢に対応できる人材の育

成を目指しています。

　「ものづくりマイスター制度」は、沖縄県地域技能振興

コーナーからの紹介で、生徒の技能向上のために、「鉄

筋施工」と「型枠施工」の２職種で取り入れています。

　指導は３年次の授業の一環として行い、平成28年

度は、建築科の生徒38名を４班に分け、各班ごとに

鉄筋施工３時間を２回、型枠施工３時間を２回、計

４回12時間実施しました。

　平成28年度から、３級鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

が、技能検定の職種に加わったことを受け、今後は、

検定の受検にも取り組んでいく方針です。

期　間 平成28年５月～12月
実施場所
受講者数

沖縄県立沖縄工業高等学校建築科実習場
延べ76名

　「ものづくりマイスター制度」は、私が赴任する以前

から、建築科の授業の一環として、「鉄筋施工」と「型枠

施工」の２職種で取り入れています。私が担当するよう

になり、技能者養成において大変効果的な制度だと

自分自身でも実感しています。

　「ものづくりマイスター制度」の魅力は、なんといって

も現場の第一線で働くマイスターから、実際の仕事を

念頭に置いた実践的な指導が受けられる点です。例え

ば、「動くときは次の作業を見据えて動く」ことや、作業

に入る前の「段取り」の考え方など、仕事を効果的に進

めるためのノウハウは、なかなか学校の授業では教え

ることができません。仕事に向ける姿勢や考え方など、

プロ意識を学ぶことができ、生徒にとって大変良い

勉強になっていると思います。

　髙マイスターの指導では、生徒たちのモチベーショ

ンも高く、目の輝きや姿勢まで変わったように感じま

す。髙マイスターから工具を使った裏技や秘技を披露

してもらうと、見よう見まねで模倣していたりして、そん

なときの生徒はとても良い表情をしています。髙マイス

ターとの触れ合いのなかで、仕事の大変さや責任感ば

かりでなく、建築業のおもしろさや楽しさにも気づき、

だんだんと自信に満ちた顔つきになってきています。

　私たち教師も、教科書などで勉強してきましたが、

施工現場の技術は日進月歩であり、知識が追いつい

ていかない面もあります。そうしたなかで、髙マイスター

の話は、現場から離れている私たち教師にとっても貴

重な情報源となっており、教師の資質向上にも役立って

いると思います。教師として、ものづくりマイスターに負

けない技能指導力を身につけたい、そんな思いで我々

も一生懸命学んでいます。

　髙マイスターには、課題の作成や練習用の材料の

準備などに尽力していただき、大変感謝しています。課

題は、日々改良されており、そんなところからも髙マイ

スターの妥協しない姿勢、ものづくりに対する意識の

高さを感じています。髙マイスターからいただいた課

題を使って、今後は放課後の補習授業なども実施して

いきたいと思っています。

　また、平成28年度後期から、３級鉄筋施工（鉄筋

組立て作業）が、技能検定の職種に追加されたため、

生徒たちにも挑戦させようと取り組み始めたところ

です。

　教育現場で「ものづくりマイスター制度」を取り入れ

ることで、指導の質は確実にレベルアップします。将来

の建築業界の担い手を育成するうえで、大変に有意義

な手立てだと感じています。今後は、建築大工やとび

など、別の分野での活用も検討したいと思っています。

学校の授業にはない、仕事を効果的に
進めるためのノウハウが学べる

貴重な情報源として
教師の資質向上にも役立つ

髙マイスター作成の課題を使って
繰り返し練習

鉄筋施工

建築科実習場

ものづくりマイスターとの触れ合いのなかで
生徒の顔つきが自信に満ちたものになっていく

指導日 指導内容

カリキュラム

鉄筋施工（鉄筋組立て作業）に関し、図面の読み取
り、材料の加工、道具の使い方、施工手順、要領な
どの指導ならびにハッカーを用いた結束の指導

H28 5/10～5/201

　　 6/21～6/28

　　 10/11～10/20

　　 12/6～12/13
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髙マイスターの指導の様子
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ものづくりマイスター　 髙  幸雄
事例-10 鉄筋施工　 沖縄県立沖縄工業高等学校

受講者の声

地域技能振興コーナー担当者より

　鉄筋施工に使う道具や材料の名称は、実習に先

立って授業で習いますが、実際に髙マイスターの指導

を受けてみると、同じ道具でも現場では違う呼び方を

していたりすることがわかり、改めて授業と現場との

違いを感じました。

　髙マイスターの実習では、「段取り」が自分にとって

一番勉強になりました。作業が最も効率的に進むよう

に資材や人員を配置し、作業手順を決めるものです

が、髙マイスターからは、「仕事でも普段の生活でも

段取りがすべて」と繰り返し言われました。

　鉄筋が大きくて鉄線が結べないときは、鉄線どうし

をつなげて長くしたり、縦の動きに強い結び方、横の

動きに強い結び方があったり。実習をとおして結束に

もいろいろなやり方があることがわかり、まだまだ勉強

しなければという気持ちになりました。

　卒業するまでに、技能検定３級に合格したいと思っ

ています。就職するとなかなか受検のための練習時間

　沖縄工業高校は自分の母校ということもあり、知り合

いの教師の方に紹介されたのがきっかけでものづくり

マイスターの活動を知りました。今の建築業界は

深刻な人手不足が叫ばれています。私なりに活動を

とおしてこの仕事の魅力を伝えることで、一人でも多く

の若者が建築業に興味を持ち、就業するきっかけに

なってくれればと思っています。

　生徒に期待していることは、応用ができる人材になっ

てほしいということです。施工現場では、常に必要な道

具がそろっているわけではありません。道具がないと

きにその作業をどうやって行うか、手元にあるものを

工夫してできるようになってくれればと思っています。

　鉄筋施工では、鉄筋を固定する際に、結束線と呼ば

れる鉄線を巻いて留めますが、この結束線をねじると

きにハッカーという専門道具を使います。指導では、初

めてハッカーを使う生徒がほとんどですが、最初から

正しいやり方を教えるのではなく、まずは触って体感し

てもらうようにしています。そうすることで、頭でっかち

にならず、応用力を体感的に身につけられるのではと

思っています。

　指導するうえで気をつけているのは、時間配分で

す。次の授業の時間がありますから、限られた時間内

で仕上げていかなければいけません。少しでもじっくり

と教えられるように、少人数の生徒を、私を含めて複数

のマイスターで同時に指導しています。ただ、マイス

ターの都合等で人数が確保できないこともあり、そう

いうときはさらに時間との勝負になります。

　指導の日が近づくと、当日の進行を頭の中で何度も

シミュレーションして、なんとか時間内に完了できるよ

うに準備しています。建築現場では作業前の準備、段取

りが最も重要だと常々考え、指導もまったく同じ気持ち

で臨み、生徒にもそのように指導しています。

　昨年度、３級技能検定に鉄筋施工の職種が加わり

ましたので、生徒たちにはぜひ挑戦してもらいたいで

す。いざ試験となると緊張してうまくできなくなります

から、生徒にはできる限り練習を重ねて実力をつけて

もらい、自信を持って試験に臨んでもらいたいと思い

ます。そのために、試行錯誤しながら課題の作成や

材料の準備などに取り組んでいます。

　先日も、別の学校でものづくりマイスターの実践

的な指導を検討しているという話を聞きました。この

活動の輪が少しずつ広がっていっていることを嬉しく

思います。

指導をとおして現場で応用できる力を
身につけてもらいたい 

指導はいつも時間との勝負
事前に当日の進行をシミュレーション

技能検定挑戦をめざし練習課題を作成

ものづくりマイスター

髙  幸雄 （たか  ゆきお）
昭和24年（1949年）生まれ
昭和60年度　１級技能士 鉄筋施工（鉄筋組立て作業）取得
平成26年度　厚生労働省ものづくりマイスター（鉄筋施工）認定

ハッカーなどの道具と結束線

　ものづくりマイスターの派遣で期待していることの

一つに、プロとしてあるいは経営者として活躍するマイ

スターの姿をとおして、生徒に前向きな将来像を描い

てもらいたいというのがあります。就職というと厳しい

イメージがありますが、マイスターの熱心な実技指導

をとおして、就労の魅力が伝わればと思っています。

　この制度では、県内

にとどまらず、県外か

らも多種多様な職種のマイスターの

派遣が可能です。我々は今後もマイス

ター派遣をとおして、技能の魅力を発信

し続けたいと思っています。

深刻な人手不足の解消に一役買いたい
との思いからマイスター活動に従事

どんな現場でも手元にあるもので作業できる
応用力を育てたい

まだまだ勉強しなければ
という気持ちになりました

沖縄県職業能力開発協会
専務理事・事務局長 金良 啓二

沖縄県
地域技能振興コーナー

アドバイザー
宮城 調源

実習風景

松嶺  諭さん

玉城 由也さん

も取れないと思

いますので、資格

は取れるうちに

取っておきたいと思っています。（玉城さん）

　髙マイスターの指導で特に勉強になったのは、やは

り「段取り」です。正しい段取りとはどういうものか、理

解はしているのですが、いざやってみるとこれが全然

できない。そのとき、髙マイスターから「頭で考えるより

まずは体を使ってやってみなさい」と助言をもらいまし

た。アドバイスどおり、まずは動いてやってみて、そこか

ら考えるようにしたところ、だんだんとうまくいくように

なりました。体で覚えることの大切さを感じました。

　鉄筋を鉄線で巻いて固定するときも、きつく巻きす

ぎると鉄線が折れてしまいます。もちろん、緩すぎても

いけない。そのあたりの力加減も、まさに体で覚えます。

髙マイスターはじめ、現場の職人さんはそれを相当

速いスピードで仕上げていくので、本当にすごいと思

います。

　僕は当初、鉄筋施工以外の進路を希望していました

が、髙マイスターの指導を受けてみて、この職種に興味

が出てきたところです。この先、まだものづくりマイスター

の指導を受ける機会がありますので、指導をとおして自

分の進路をよく吟味したいと思っています。（松嶺さん）

髙マイスターの助言で
まずはやってみることが大切だと実感

仕事でも普段の生活でも、大切なのは
「段取り」だと学びました

ハッカーを使って結束の練習
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HP http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/001/1316077.htm  

 

 
 

 

 

 



 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 



 
 

 







 



 



 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

平成 29 年度 建設産業担い手確保・育成コンソーシアム 
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